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MelodyneオンラインユーザーズマニュアルとこのPDF文書

このPDF文書は、Melodyneヘルプセンターの内容から自動生成されたものです。フロントページに記載されて 

いる日付の時点での最新バージョンのテキストと画像が含まれています。

数々のビデオやチュートリアルを含む最新のMelodyneヘルプセンター、最新バージョンのPDF文書は、弊社 

ウェブサイトにてご覧いただけます。ぜひ一度ご覧ください。

PDFの各ページのフッターに記載のリンクをご使用ください。

オーディオをロードおよび保存する

  オーディオファイルがロードされている際のテンポ調整 • メニューからファイルをロードする • ドラッグ&ドロップでファイ

   ルをロードする • ファイルブラウザー • オーディオを保存する：エクスポートウィンドウ • ［オーディオを置換］コマンド

オーディオを録音する

  オーディオと録音の環境設定 • テンポとメトロノームの操作 • 録音を有効化、開始、停止する

プロジェクトブラウザー

  プロジェクトブラウザーを開く • Melodyneスタンドアロンのプロジェクトブラウザー • 使用されていないオーディオファイ

 ルや不明なオーディオファイル • ドロップダウンメニューとコンテキストメニューのコマンド

プロジェクトドキュメント

  プロジェクトドキュメントを開く • 新しいプロジェクトドキュメントを作成する、プロジェクト間を切り替える • プロジェクトを

  閉じる、保存する • プロジェクトのオーディオフォルダー • 開いているプロジェクトから別のプロジェクトへオーディオを

 コピーする • プロジェクトをインポートする

http://helpcenter.celemony.com/hc-2/?lang=ja&startPageEdition=melodyne-assistant
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Rewireを使用する

   ReWireインターフェイスについて • ReWireリンクを確立する • DAWでReWireを有効にする • ReWire経由のオーディオ

  転送 • 再生を開始、停止する • 同期

再生、ナビゲーション、ズーム

 キーボードと転送バーを使って再生をコントロールする • タイムルーラーを使って再生、スクラブ、ズームをコントロー

   ルする • ウィンドウサイズを変更する • ノートエディターでのスクロールとズーム • ナビゲーションとズーム機能

サイクルモード

   サイクルゾーンを定義する • サイクルモードのオンとオフを切り替える • サイクルゾーンの長さを変更して移動する •

選択されているblobを使用してサイクルゾーンを定義する

表示とその他のオプション

    ユーザーインターフェイスの要素を表示/隠す • ピッチカーブを表示 • ノート分割を表示 • ノートテールを表示 • blob

   情報を表示 • 対象ノートを表示 • 再生中ノートを強調表示 • blob編集時にモニター

環境設定とキーボードショートカット

   ウィンドウと一般設定を開く • オーディオと録音の環境設定 • ショートカット • アップデートを確認

オーディオ特性とアルゴリズム

     検出処理 • メロディック • パーカッシブアルゴリズム • ユニバーサルアルゴリズム • アルゴリズムを切り替える • 自

動または手動アルゴリズム

ノートアサインメントモード

   検出結果の編集の内容 • 編集対象と場所 • アルゴリズムインスペクター • ノートアサインメントモードのメインツール

    • アクティベーションツール • スタート位置ラインと指定のスタート位置 • ノート分割ツールと分割タイプツール • ス

 タート位置ツール • ノートインスペクター

タイムグリッド

 タイムグリッドを有効にする、設定する • グリッドが有効な場合にノートを移動する

ピッチグリッドと音階

  ピッチルーラーの機能とピッチグリッドへのアクセス • ピッチグリッドをオンにして表示オプションを選択する • 音階

   ルーラーと基準音高ルーラー • マスターチューニングを調整する • 主音と音階を選択する • 音階ウィンドウ

http://helpcenter.celemony.com/hc-2/?lang=ja&startPageEdition=melodyne-assistant
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ノートを選択する

   一般的な選択方法 • スネーク選択 • ピッチルーラーを使って選択する • メニューのコマンドを使って選択する

ピッチ修正マクロ

 マクロを開いて使用する • 再開時にマクロと補正値を閉じる

［タイムをクオンタイズ］マクロ

  クオンタイズのタイミング: 何がどこに移動するのか • [タイムをクオンタイズ]マクロを開きパラメーターを設定する • 再

開時にマクロと補正値を閉じる

メインツール

  ノートのピッチとタイミングを変更する • ノートの長さを変更する • ノート分割を編集する

ピッチツール

   ピッチセンターをシフトさせる • ピッチシフトをモニターする • インスペクタでピッチを編集する • ダブルクリックでピッ

  チを補正する • ピッチトランジション • 特定の編集をリセットしランダムなずれを追加する

ピッチモジュレーションとピッチドリフト

  ピッチモジュレーションとピッチドリフトを編集する • ピッチモジュレーションとピッチドリフト用のインスペクタ • [リセット]

コマンド

フォルマントツール

   フォルマントをシフトさせる • フォルマントのインスペクタ • フォルマントトランジション • [リセット]コマンド

音量ツール

    音量を編集する • インスペクタを使用して音量を編集する • 音量トランジション • ノートをミュートする • [リセット]コマ

ンド

タイムツール

   ノートの位置と長さを変更する • 連続するノートのタイミング変更 • ダブルクリックでタイミングを修正する • ランダム

 なずれを加える • [リセット]コマンド
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タイムハンドルとアタックスピード

  タイムハンドルツールとアタックスピードツールの操作 • タイムハンドルを使ってノートの時間的変化を変更する • ノー

 トのアタックスピードを変更する • タイムハンドルをアタックスピードツールと組み合わせる

ノート分割ツール

  ノート分割を挿入・移動・削除する • 複数のノートが選択された状態でノート分割を編集する • ソフトなノート分割と

   ハードなノート分割 • 分割タイプツールでハード分割とソフト分割を切り替える • ノートをトリルとして分割 • ノートの分

割

ノートインスペクター

 ノートインスペクターのパラメーター • 値を入力する、選択されている複数のノートを操作する

ノートをコピーする

 コピー時の選択、カーソル、グリッド • コピー時のテンポ調整：オートストレッチスイッチ

[編集]メニュー

 編集をリセットする • ランダムなずれを加える

オーディオMIDI変換

 オーディオ-MIDI変換について • MelodyneスタンドアロンからMIDIを保存する

テンポ検出とオートストレッチ

   はじめに • スタンドアロンとプラグインのテンポ • スタンドアロンでのテンポの検出 • 追加オーディオファイルをイン

 ポートする際のオートストレッチ • ノートを移動またはコピーする際のオートストレッチ

バージョン履歴

    Melodyne 4.2.3の新機能 • Melodyne 4.2.2の新機能 • Melodyne 4.2.1の新機能 • Melodyne 4.2の新機能 •

 Melodyne 4.1.1の新機能 • Melodyne 4.1の新機能

Melodyne studioトライアルモードに切り替える

   トライアルモードに切り替える • エディションを比較する • トライアル期間の終了 • 気に入っていただけましたか？

http://helpcenter.celemony.com/hc-2/?lang=ja&startPageEdition=melodyne-assistant
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トラブルシューティング

  Melodyneの正しいインストール方法が分からない。 • Melodyneをインストールしたが、見つからない。 • Melodyneをイ

 ンストールしたが、アクティベーションの方法が分からない。 • エラーメッセージが表示され、アクティベーションを完了

  できない。 • Melodyneを再インストールしたいが、インストールプログラムが手元にない。 • 実行中のMelodyneのエ

  ディションとバージョンが分からない。 • 使用中のMelodyneに対するアップデートがあるかどうか知りたい。 •

 Melodyneをスタンドアロンで起動できない。 • MelodyneをプラグインとしてDAWのオーディオトラックにインサートした

  が、反応がない。 • 使用中のDAWとMelodyneとの連携がうまく行っていない気がする。 • Melodyneスタンドアロンから

 のオーディオ出力が得られない。 • オーディオの転送後またはインポート後、Melodyneに表示されたblobが予想と全く

  異なっている。 • ノートエディターでblobを縦方向に動かせるときと、横方向にしか動かせないときがある。 • blobに

 よっては、ピッチをずらすと不自然なサウンドになることがある。 • スタンドアロンで、インポートしたオーディオファイル

のテンポが間違っている。

http://helpcenter.celemony.com/hc-2/?lang=ja&startPageEdition=melodyne-assistant
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オーディオをロードおよび保存する

このツアーでは、Melodyneスタンドアロンでオーディオファイルを開いてエクスポートする方法について説明し

ます。

注：Melodyneが必要とするメモリの量は、Melodyneに転送またはロードするファイルの長さによっても決まりま

すが、主には含まれるノートの数により決まります。ファイルに含まれるノートが多いほど、検出処理にかかる

時間は長くなり、必要なメモリは多くなります。明確なルールを示すのは困難ですが、一般的に、ファイルが1

時間より長いと、検出処理が遅くなります。ファイルが2時間を超えると、メモリ不足によりロードや転送が不可

能な場合があります。このような場合、ファイルを分割してから、Melodyneで編集が必要な部分のみを転送ま

たはロードしてください。

オーディオファイルがロードされている際のテンポ調整

オーディオファイルが開いている場合、Melodyneはオーディオファイルに含まれる音だけでなくテンポも検出し

ます。このテンポ情報がファイルのテンポ調整に使用されるかどうかは、トランスポートバーのオートストレッチ

ボタンの状態によって異なります。

詳しくは、ツアーの「テンポ検出とオートストレッチ」をご参照ください。

メニューからファイルをロードする

［ファイル］>［オーディオをインポート］を選択し、ファイルセレクターを使用して希望のオーディオファイルを選

択して開きます。

オーディオは、WAV、AIFFなどのさまざまな非圧縮フォーマットのほか、MP3/CAFファイル、Apple Loopsで

ロードできます。

また、メニューバーから［ファイル］>［開く］を選択してオーディオファイルをロードすることもできます。この場

合、複数のオーディオファイルを選択すると、各ファイルに対して個別のプロジェクト（トランスポートバー上に

独自のタブを持つ）が作成されます。

http://helpcenter.celemony.com/hc-2/?lang=ja&startPageEdition=melodyne-assistant
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ドラッグ&ドロップでファイルをロードする

以下のロケーションから、ドラッグ&ドロップでファイルをロードすることができます。

*ご使用のオペレーティングシステムのファイルマネージャー（Finderやエクスプローラーなど）

Melodyneのファイルブラウザー（ご使用のハードディスク上のフォルダーが表示されます。下記参照）

Melodyneのプロジェクトブラウザー（プロジェクトが使用しているオーディオファイルが表示されます） 

オーディオファイルをMelodyneにドロップする際、グリッドが有効の場合、ファイルはグリッドにスナップ

します。ファイルをグリッドの影響なく自由に配置したい場合、グリッドを無効にする必要があります。

アドバイス：オーディオファイルだけでなくMelodyneプロジェクトファイル（MPDファイル）もタイムライン上の任意

の位置でドラッグ&ドロップできます。この場合、Melodyneは現在のプロジェクト内にMPDファイルのすべての

コンテンツをインポートします。

ドラッグ&ドロップ処理を使用する際は、オートストレッチスイッチの状態に注意してください。オートストレッチス

イッチの状態により、インポートされるファイルがプロジェクトのテンポに適合するかどうかが決まります。

ファイルブラウザー

ファイルブラウザーは情報パネルに表示され、よく使用するオーディオファイルフォルダーへのすばやいアクセ

スを提供します。

はじめは、ファイルブラウザーは空の状態です。コンピューターのファイルマネージャー（Finderやエクスプロー

ラー）から空の灰色のパネルへと、追加したいフォルダーをドラッグします。

http://helpcenter.celemony.com/hc-2/?lang=ja&startPageEdition=melodyne-assistant
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ファイルブラウザーのフォルダーへは、さまざまなストレージデバイスやファイル構造内のさまざまな階層から

ドラッグできます。ブラウザー内部では、すべてのフォルダーが同一階層にシンプルなリストとして表示されま

す。各エントリの左の小さな三角形は、フォルダーを展開するのに使用します。こうすることで、フォルダー階

層をナビゲートできます。

フォルダーをダブルクリックすると、フォルダーに直接「突入」するような感じになり、ファイルブラウザー内の残

りのディレクトリ構造は表示されません。ブラウザー一番上のポップアップボタンには現在のフォルダーのパス

が表示され、非表示のフォルダーを再浮上させ（最上階層に戻す）、フォルダーへのアクセスを復活させます。

オーディオファイルは、色付きのblobまたは灰色の波形でファイルブラウザー内に示されます。色付きのblob

のあるファイルには、すでにMDDファイルがあります。これにはファイルのテンポと音の検出に関する情報が

含まれているため、検出処理を繰り返すことなくすばやくロードすることができます。灰色のシンボルの付いた

ファイルには、MDDファイルがありません。

各オーディオファイルの右には再生ボタンがあり、内容をプレビュー（試聴）できます。このプレビュー機能用

のボリュームボタンは、フォルダー名またはレベルを表示するポップアップボタンの右にあります。

オーディオを保存する：エクスポートウィンドウ

オーディオ素材をオーディオファイルとしてハードディスクに保存するには、メニューバーから［ファイル］>［エク

スポート］を選択します。［エクスポート］ダイアログが開きます。ダイアログにはさまざまなオプションがありま

す。

http://helpcenter.celemony.com/hc-2/?lang=ja&startPageEdition=melodyne-assistant
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一番上の列から、エクスポートされるファイルのフォーマット、サンプルレート、ビット分解能を選択します。 

（MIDIのエクスポートについては別のツアーで説明しています。） 2番目の列から、エクスポートされる素材の範

囲（時間単位）を選択します。 素材がモノまたはステレオのどちらでエクスポートされるかは、オリジナルのファ

イルに含まれるチャンネル数により決まります。

［範囲］（時間上）には、以下のオプションを選択できます。

全体：最初のトラックの先頭から最後のトラックの末尾までのすべてです。

サイクル範囲のみ：サイクルロケーター間のタイムラインの一部のみです。

［テールを含める］ボックスは、たとえば［サイクル範囲のみ］が選択されているが、選択範囲内のノートの一部

が範囲の末尾に重なっている場合にチェックマークを入れます。このオプションを選択すると、ノートのテイル

が途中で切れないよう、またディケイが維持されるよう、範囲がわずかに広がります。

［エクスポート］ボタンをクリックして、選択されているオプションでのエクスポートを開始します。ファイルセレク

ターが開き、保存場所を選択できます。

［オーディオを置換］コマンド

［ファイル］メニューの［オーディオを置換］コマンドでは、［エクスポート］ダイアログを使用することなく、

Melodyneで編集したオーディオファイルを元の名前で保存できます。オリジナルのファイルはMelodyneで編集

されたバージョンにより置き換えられますが、同時に、Melodyneはオリジナルのファイルを保存してファイル名

に「orig」を追加します。オリジナルのファイルは削除されたのではなく名前が変更されただけなので、今後も未

編集のオリジナルにいつでもアクセスできます。

［オーディオを置換］での保存は、DAW内でMelodyneを外部サンプルエディターとして使用する場合に便利で

す。DAW内でボタンを押すと、Melodyne内での編集用にファイルを開くことができます。続いて［オーディオを置

換］で保存すると、ファイルはDAWに自動的に「戻され」ます。これは、DAWがファイルの識別とアクセスにファ

イル名を使用しているためで、Melodyneはそれ以降名前を変更しないため、［オーディオを置換］を使用して

Melodyne内で編集されたファイルを保存すると、即時にファイルがDAWで使用可能になります。
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Melodyneを（プラグインとして使用するのではなく）DAWのサンプルエディターとして使用することの利点に、長

めのファイルでは時間がかかる転送処理をロード操作でより迅速な置き換えられることがあります。難点は、

編集内容をアレンジ内で聞くことができず、「フリーズ」しなければオーディオファイルをDAWで使用できるよう

にできないことです。これはプラグインのMelodyneでの操作とは異なります。プラグインでは、ファイナルミック

スまで開いたままにしておき、いつでも変更を加えて、DAWアレンジに照らして聞くことができます。

オーディオファイルの置換とMelodyneプロジェクトファイルの保存は互いに影響し合うプロセスです。たとえ

ば、DAWのファイルをMelodyneで開いて編集を行う場合に、後でこの編集をやり直したいと考えているとしま

しょう。このような場合、編集内容をMelodyneプロジェクトファイル（拡張子「.mpd」）として保存します。この.mpd

ファイルはDAWにより提供されるオーディオファイルを内部参照します。

この時点で編集したオーディオファイルをDAWに戻したい場合に［オーディオを置換］コマンドを使用すれば意

図しない結果がもたらされます。なぜなら、Melodyneの.mpdファイルは、オリジナルではなく、新たに編集され

たバージョンのオーディオファイルを参照するからです。これはつまり、さらなる編集の過程で削除済みのノー

トを復元しようとする場合、このノートはもうファイル内には存在しないため、復元できないことを意味します。こ

の問題を防ぐため、オーディオファイルを置き換えると、Melodyneは、再び.mpdファイルを保存する前に、.mpd

ファイル内の参照を_編集済み_オーディオファイルではなくオリジナル（名前に「orig」が付いているファイル）に

変更します。.mpdファイルを作成すると［オーディオを置換］コマンドが［ファイル］メニューから消え、代わりに

［オーディオを保存および置換］が表示されるのはそのためです。

これにより、一方でDAW内の編集済みオーディオファイルに即時にアクセスできるようになり、また一方で、.

mpdファイルをロードするだけでMelodyne内で取り消しや追加変更をいつでも行うことができます。

注：［オーディオを置換］コマンドはWAVまたはAIFファイルにのみ使用できます。 .mp3 や .caf などの圧縮オー

ディオ形式ではオリジナルを上書きすることはできません。［ファイル］メニューの［エクスポート］コマンドを使用

して新規WAVまたはAIFファイルを作成する必要があります。
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オーディオを録音する

このツアーでは、Melodyneスタンドアロンでオーディオファイルを録音する方法と、その際の注意点について説

明します。

オーディオと録音の環境設定

Melodyneスタンドアロンで初めて録音する場合は、録音前に[環境設定]を開き、オーディオと録音の設定を必

要に応じて変更する必要があります。

[環境設定]を開くには、プログラムメニュー（macOS）またはファイルメニュー（Windows）から[環境設定]を選択

します。

[オーディオ]ページには、オーディオの一般設定が表示されています。すでにMelodyneでファイルをロード・再

生・編集し、問題なく機能するようであれば、設定を変更する必要はありません。（Macでは、デフォルトでは内

蔵のCore Audioハードウェアを使用しています。PCでは、ご使用のオーディオハードウェアのASIOドライバを

選択する必要があります。）

[録音]ページでは、WAVやAIFFなど録音のファイルフォーマットを選択できます。

テンポとメトロノームの操作

新規Melodyneプロジェクトに録音する前に、テンポについて考慮する必要があります。新規ドキュメントでは、

テンポと拍子記号のフィールドは空になっており、値の代わりにダッシュ（–）が表示されています。タイムルー

ラーは、はじめは秒単位です。この段階では、テンポはありません。
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選択肢は2つあります。テンポを手動で入力してメトロノームクリックに合わせて録音するか、テンポフィールド

が空のまま録音を開始してMelodyneにテンポを検出させるかです。

テンポを手動で入力するには、次の手順に従います（手動で別の値を入力したのでない限り、デフォルト値は

テンポが120BPM、拍子記号が4/4、タイムグリッドの間隔が4分音符です）。

テンポフィールドに希望の値をBPMで入力します。

拍子記号の分母と分子に希望の値を入力します（例：6/8）。

タイムグリッドのメニューに秒の代わりに音価を入力します。

トランスポートバーの拍子記号とテンポフィールドの間のアイコンをクリックしてメトロノームを有効化し

ます。 この手順を選択した場合、Melodyneは、一定のテンポが意図されているものと判断し、テンポ

の揺れをblobの位置とグリッドラインの位置との差で示します。一定のテンポを選択したかどうかは、ト

ランスポートバーのテンポの前の等号（=）で示されます。

メトロノームを有効化するには、トランスポートバーの拍子記号とテンポフィールドの間のアイコンをクリックし

ます。クリックのスピードや音量を変更するには、メトロノームアイコンをクリックして、マウスボタンを押したま

ま上下にドラッグします。

DAWの操作に慣れた方なら、テンポを手動で設定し、クリックに合わせて録音するほうが安心かもしれませ

ん。Melodyneはテンポの検出に非常に優れているため、多くの場合、Melodyneのテンポ検出機能を使用して

テンポを認識させる方がより簡単で実用的です。

テンポ、拍子記号、タイムグリッドを手動で初期化する代わりに、テンポと拍子記号のフィールドが空の

状態で録音を開始します。録音中にメトロノームクリックを聴く必要はありません。Melodyneは録音内

容に含まれるテンポとテンポの揺れを検出し、それに応じてグリッドラインとそれに続くクリックを調整し

ます。つまり、テンポに数値を入力する代わりに、パフォーマンスを通じてテンポを定めるのです。

この場合、パフォーマンスに含まれるテンポの揺れが意図的なものであると判断され、テンポが可変であると

判断されます。そのため、テンポフィールド内の値は再生の過程で常に変化するようになり、タイムグリッドの

間隔もテンポ変更に従って伸縮します。テンポに揺れがあることは、テンポフィールドの値の前にチルダ（~）が

表示されることで示されます。
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録音を有効化、開始、停止する

録音を開始したい場所の少し左の位置に再生カーソルを動かします。開始地点前に少し余裕が生ま

れます。

トランスポートバーの録音ボタンをクリックしてMelodyneの録音モードを有効化します。

再生ボタンをクリックして実際の録音を開始します。

録音時にサイクルゾーンを使用し、トラックの特定の部分を繰り返し再生させることもできます。しかし、録音

はサイクルゾーンを無視し、トラック上にはトラックが無効であるかのように表示されます。

再生に沿って、トランスポートバーの録音ボタンをクリックすることで、パンチインとパンチアウト（録音モードの

オンとオフの切り替え）が行えます。 Melodyneでの再生を停止すると、すべての録音が停止します。

録音に難がある場合、[取り消す]を選択して消去できます。検出処理が実行中であっても、録音内容を再生し

て確認し、同じように取り消すことができます。
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プロジェクトブラウザー

プロジェクトブラウザーには、各プロジェクトで使用されているすべてのオーディオファイルが表示され、ファイ

ルの管理と不明なファイルの検索が行えます。

プロジェクトブラウザーを開く

スタンドアロンとプラグインの両方には、プロジェクトブラウザーがあります。どの場合も、Melodyneの［情報］

パネルの［プロジェクト］タブをクリックして開きます。

Melodyneスタンドアロンのプロジェクトブラウザー

Melodyneスタンドアロンでは、［ファイル］メニュー経由、ドラッグ&ドロップ、録音のいずれかによりプロジェクト

に統合されているすべてのオーディオファイルがプロジェクトブラウザーに表示されます。ノートエディターの

blobをクリックすると、該当するノートが属するオーディオファイルがプロジェクトブラウザーにハイライト表示さ

れます。

プロジェクトブラウザーからは、ファイルブラウザーからと同様にプロジェクトへファイルをドラッグ&ドロップでき

ます。たとえば、プロジェクト内の複数の場所で同一のファイルを使用したい場合にこれを行うとよいでしょう。

オートストレッチスイッチは、プロジェクトブラウザーからのファイルのドラッグを管理します。オートストレッチが

オンの場合、ファイルのテンポはプロジェクトのテンポに合わせられます。スイッチがオフの場合、挿入された

ファイルは元のテンポを維持します。
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使用されていないオーディオファイルや不明なオーディオファイル

スタンドアロンとプラグインのどちらでも、オーディオファイルはブラウザー内で次のように色分けされていま

す。

黒：ファイルは存在しており、プロジェクトで使用中

灰色：ファイルは存在しているが、使用されていない（プロジェクトに含まれている音すべてを削除して

いる場合など）

赤：ファイルが必要だが使用できない

使用されていないファイルが自動削除されずプロジェクトブラウザーに残されている理由は、手動で行われた

のでない削除は取り消しができないためです。

Melodyneが転送ファイルを見つけられない場合（ファイルが削除されていたり、プロジェクトファイルを別のコ

ンピューターに移動した際に置き忘れがあった場合など）、不明なファイルがプロジェクトブラウザーに赤で表

示されます。このようなファイルに属するノートは、ノートエディター内に灰色に赤の縁取りで表示され、再生中

はミュートされます。

ドロップダウンメニューとコンテキストメニューのコマンド

プロジェクトブラウザーの歯車アイコンで開いたドロップダウンメニューおよび同じブラウザー内のコンテキスト

メニューは、次のコマンドを提供します（コマンドの一部は不明なファイルの割り当てに使用されます）。

転送用パスを設定... （プラグインのみ）：上記で説明したとおり、転送ファイルの保存場所を指定できます。

Finder/エクスプローラーに表示 ：プロジェクトブラウザーでファイルを右クリックした後にこのコマンドを選択す

ると、Finder/エクスプローラーのウィンドウが開き、ファイルのロケーションが表示されます。

ファイルをコピー： 選択されているファイルをクリップボードにコピーします。これはたとえば、必要な転送ファイ

ルが1つまたは複数不明なプロジェクトを別のユーザーに提供した場合に便利です。プロジェクトブラウザーで

不明なファイルを選択して、［ファイルをコピー］を選択してからクリップボードの内容をハードディスクまたは保

存用メディアにペーストすることで、不明なファイルを探し回ることなくエラーを迅速に解消できます。

ファイルのパスをコピー： 選択されているファイルのパスをテキストとしてクリップボードにコピーします。これ

は、不明なファイルのリストを誰かに送信する必要がある場合に便利です。

不明なファイルを検索： ファイル選択ウィンドウが開き、ハードディスク上の不明なファイルを検索して

Melodyneに伝えることができます。
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再割り当て後は、更新された参照を保存するためにプロジェクトを保存することをおすすめします。

外部ファイルをプロジェクトフォルダーにコピー（スタンドアロン）： このコマンドを使用すると、ハードディスク上

の別ロケーションからプロジェクトにインポート（［ファイル］メニューまたはドラッグ&ドロップ）したファイルすべ

てが、Melodyneプロジェクトのオーディオフォルダーにコピーされます。このフォルダーはMelodyneプロジェクト

を初めて保存する際に作成され、プロジェクトのMPDファイルと同じファイル階層にあり、MPDファイル名の後

に「_Audio」が付きます。このコマンドを実行後は、更新された参照を保存するためにDAWプロジェクトを保存

することをおすすめします。

プロジェクトフォルダー内の未使用のファイルを削除：プロジェクトブラウザー内で「使用されていない」ファイル

として表示されているファイルについて、今後必要ないことがはっきりしている場合、このコマンドを使用してこ

れらのファイルを削除し、ハードディスクの空き容量を拡大できます。

コンテキストメニューの最後の2つのコマンドでは、プロジェクトブラウザー内のファイルをアルファベット順に表

示するか、状態別（不明、使用中、未使用）に表示するかを指定できます。
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プロジェクトドキュメント

Melodyneスタンドアロンでは、プロジェクトをMPDドキュメントとして保存できます。複数のプロジェクトを同時に

開き、操作できます。

プロジェクトドキュメントを開く

Melodyneスタンドアロンを起動すると、新しい空のプロジェクトが作成されます。既存のプロジェクトをロードす

るには、メニューバーから［ファイル］>［開く］を選択します。［最近使った項目を開く］コマンドでは、以前に開い

た直近のドキュメントにすばやくアクセスできます。

Melodyneのプロジェクトドキュメントには、｢.mpd｣の拡張子が付きます。

新しいプロジェクトドキュメントを作成する、プロジェクト間を切り替える

新しい空のドキュメントを作成するには、［ファイル］>［新規］を選択します。

Melodyneでは、複数のプロジェクトを同時に操作できます。そのため、別のプロジェクトを開いたり新しいプロ

ジェクトを作成する前に現在のプロジェクトを閉じる必要はありません。開いているプロジェクトはそれぞれ画

面左上のメニューバー下のタブで表示されます。タブは、2つ以上のプロジェクトが開いている場合にのみ表示

されます。

別のプロジェクトに切り替えるには、相当するタブをクリックします。

プロジェクトを閉じる、保存する

プロジェクトを閉じるには、［ファイル］>［閉じる］を選択するか、キーボードショートカットCommand+Wを使用し

ます。2つ以上のプロジェクトが開いている場合、タブ上のプロジェクト名の左にある［x］をクリックしてプロジェ
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クトを閉じることもできます。プロジェクトに保存されていない変更内容がある場合、タブ上のプロジェクト名の

横にアスタリスク（*）が表示されます。

保存されていない変更内容を含むプロジェクトを閉じようとすると、変更内容を保存してから閉じるか（［保

存］）、変更内容を保存しないでプロジェクトを閉じるか（［保存しない］）、開いているプロジェクトに戻るか

（［キャンセル］）を尋ねるメッセージが表示されます。保存されていない変更内容を含むドキュメントが開いた

状態のMelodyneを終了しようとするときも、同様のダイアログボックスが表示されます。

［ファイル］メニューの［保存］と［別名で保存］コマンドを使用すれば、既存名または新規名でいつでもプロジェ

クトを保存できます。

［前回保存したバージョンに戻す］コマンドは、前回の保存以降に行った変更内容を破棄し、プロジェクトを前

回保存したときの状態に戻します。

プロジェクトのオーディオフォルダー

プロジェクトを初めて保存する際、プロジェクトのオーディオファイル用のフォルダーがプロジェクトのMPDファ

イルと同じディレクトリ階層内に作成されます。このフォルダーには、プロジェクトと同じ名前の後に｢_Audio｣が

加えられた名前が付きます。

プロジェクトで行ったすべての録音内容とプロジェクトブラウザーを使用してインポートしたすべてのサンプル

がこのフォルダー内に保存されます。

プロジェクトをアーカイブ保存する場合や別のユーザーに提供したい場合、MPDファイルとともにこのオーディ

オフォルダーもアーカイブ保存または提供する必要があります。

開いているプロジェクトから別のプロジェクトへオーディオをコピーする

Melodyneでプロジェクトが開いている場合、個々のノートまたはオーディオソース全体をあるプロジェクトから

別のプロジェクトにコピーできます。オーディオ素材を選択してコピーし、プロジェクトを切り替えてペーストしま

す。

プロジェクトブラウザーでオーディオファイルをあるプロジェクトから別のプロジェクトのタブにドラッグすることも

できます。ファイルをタブにドラッグする際、ドロップ先のプロジェクト内の任意の位置にドロップする前に、ファ

イルをプロジェクトを切り替えるためにMelodyneが一時停止します。

プロジェクトをインポートする

プロジェクトのMPDファイルをコンピューターのFinder/エクスプローラーまたはMelodyneのファイルブラウザー

からドラッグして、あるプロジェクトの内容を現在のプロジェクトにインポートできます。

Melodyneの［開く］ダイアログで複数のMPDファイルを選択した場合、複数のプロジェクトが同時にロードされ、

それぞれ個別のタブで表示されます。
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Rewireを使用する

ReWireを使用すれば、Melodyneスタンドアロンをご使用のDAWに接続し、オーディオをMelodyneからDAWに伝

送できます。

ReWireインターフェイスについて

スタンドアロンはReWireに対応しているため、Melodyneをプラグインとして動作させる代わりに、DAWに接続さ

せることも可能です。これは、Melodyneプラグインにはないスタンドアロンの機能（ライブラリからの素材のイン

ポート、テンポ検出/編集機能）を活用したい場合や、DAWにプラグインインターフェイスがなかったりMelodyne

に対応していない場合に特に便利です。これにはもちろん、ご使用のDAWがReWireに対応していることが必要

ですが、ほとんどのDAWはReWireに対応しています。

ReWireが有効な場合、MelodyneとDAWのトランスポート機能とテンポが連結されます。一方のアプリケーション

で再生をスタートするともう一方のアプリケーションの再生もスタートし、同期したまま自動的に動作します。ま

た、複数のオーディオ信号をMelodyne（ReWireスレーブ）からDAW（ReWireマスター）に転送して、DAWのミキ

サーからオーディオにアクセスすることもできます。

ReWireリンクを確立する

MelodyneでRewireを使用するには、まずDAWを立ち上げてから、そのあとにMelodyne Stand-Aloneを起動す

る必要があります。 MelodyneがRewireマスター（ご使用のDAW）の存在を検出すると、[環境設定]の[Rewire]

という名のデバイスがアクティベートされます。 Melodyneを先に起動すると、Meldyneはオーディオデバイスを

最後に使用したデバイスへと戻します。

ReWireモードでは、Melodyneのサンプルレートやバッファサイズ、入力チャンネルは変更できません。サンプ

ルレートはDAWにより検出され、バッファサイズは固定となり、入力チャンネルはReWireモードでは選択できま

せん。
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DAWでReWireを有効にする

ReWireの扱いについて、詳しくはご使用のDAWの説明書をご参照ください。手順はご使用のDAWにより異なり

ます。手順はどうあれ、トラックまたはDAWのミキサーチャンネルへの入力にReWireデバイス［Melodyne］を選

択する必要があります。

ReWire経由のオーディオ転送

ReWire使用中、DAWへのオーディオ信号の転送に対して4つのステレオペアのいずれかの［環境設定］ダイア

ログの［オーディオ］ページにある［マスター出力］ドロップダウンリストから選択できます。デフォルトでは、チャ

ンネル1と2が選択されています。ご使用のDAW内のReWireデバイスで選択されている入力チャンネルが

Melodyneの設定に合致していることを確認してください。

アドバイス：Melodyne ReWireデバイスを、ご使用のDAWの別のトラック上で異なる入力チャンネル設定で使用

する場合、対応するマスター出力チャンネルを選択することでMelodyneから出力信号を別のトラックにルー

ティングでき、DAWに切り替える必要がありません。

ReWireはMelodyneからDAWへのオーディオの転送に使用されますが、DAWからMelodyneへの転送には使用

されませんのでご注意ください。ReWireでMelodyneに接続しているDAWのオーディオトラックをMelodyneで編

集したい場合、まずDAWでトラックをエクスポート（｢バウンス｣や｢書き出し｣とも呼ばれます）してからMelodyne

にインポートします。

アドバイス：DAWからトラックをエクスポートする際は、必ず小節1から開始してください。こうすることで、

Melodyneにインポートする際に自動で位置合わせが行われます。これにより簡単にタイミングのずれを防ぐこ

とができます。

再生を開始、停止する

Melodyneでロードされたプロジェクトはすべて、DAWまたはMelodyneのいずれかで再生を開始すると、DAWと

同期してスタートします。同じように、MelodyneまたはDAWのいずれかで再生を停止するとどちらも停止しま

す。

MelodyneはDAWのテンポに合わせて、プロジェクトがDAWに同期するよう再生スピードを変更します。

同期

MelodyneプロジェクトがDAWと完全に同期して動作している場合、Melodyneプロジェクトのテンポは、最初の

ファイルがDAWからMelodyneにインポートされたときのDAWのテンポと一致しているはずです。確認するに

は、ReWire接続に使用したいMelodyneプロジェクトを作成する際に、DAWに表示されるテンポをBPM単位でト

ランスポートバーにタイプ入力します。その後、［オートストレッチ］をオフにしてオーディオファイルをインポート

します。

DAWプロジェクトが一定テンポでなく可変テンポの場合、この数値を入力することはできません。この場合、プ

ロジェクト全体の長さ分のMIDIファイルをDAWからエクスポートし、Melodyneの［ファイル］メニューの［テンポを
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インポート］コマンドを使用します。これで、Melodyneがプロジェクトのテンポマップを作成できます。完了した

ら、［オートストレッチ］をオフにした状態でオーディオファイルをインポートします。

この手順に従うと、DAWのトラックとMelodyneのトラックを一緒に操作できるようになります。これ以降DAWでテ

ンポを変更しても、さらなる操作は必要ありません。MelodyneはDAWでのテンポ変更に自動で従います。
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再生、ナビゲーション、ズーム

このツアーでは、Melodyneのナビゲーションとオーディオ再生機能の概要について説明します。

キーボードと転送バーを使って再生をコントロールする

MelodyneプラグインはDAWに統合され、DAWの再生に完全に合わせられます。DAWで再生位置を変更する

と、その情報はMelodyneに伝達され、新規位置が反映されます。DAWがスタートすると、Melodyneもスタートし

ます。Melodyneプラグインは、ご使用のDAWの「スレーブ」として動作します。MelodyneからDAWの再生カーソ

ルの開始・停止・位置変更をコントロールすることはできません。

Melodyneスタンドアロンでは、最上部のトランスポートバーのボタンを使用するか、スペースバーを押して再生

を開始または停止できます。Altを押したまま同じ操作を行うと、再生範囲が現在の選択範囲に限定されま

す。

Melodyneスタンドアロンではコンピューターキーボードのテンキーで再生をコントロールすることもできます。

ショートカットは［環境設定］ダイアログから選択できます。デフォルト設定は以下のとおりです。

再生/停止（スペースバー）：再生カーソルの現在の位置から再生を停止または開始します。

開始（停止中にEnter）：再生カーソルの現在の位置から再生を再開します。

開始（再生中にEnter）：前回開始した位置にジャンプしてから再生を再開します。

停止（再生中にテンキーの［0］）：前回開始した位置にジャンプしてから停止します。

停止（テンキーの［0］を2回連続して押す）：プロジェクトの先頭にジャンプします。

Melodyneスタンドアロンでもプラグインでも、キーボードの矢印キーを使用してblobを順に選択できます。再生

が停止している場合、現在選択されているblobが発音されます。

Melodyneの［環境設定］ダイアログを使用して、新しい再生ショートカットを含むさまざまなキーボードショート

カットを定義できます。デフォルトのショートカットに満足がいかない場合は、任意で再定義できます。

タイムルーラーを使って再生、スクラブ、ズームをコントロールする

以下の再生機能は、Melodyneスタンドアロンおよびプラグインの両方で使用できます。ただし、Melodyneプラ

グインでは、DAWが停止している場合のみ使用できます。再生が再び開始されると、Melodyneプラグインは前

述のとおりDAWを追跡するようになります。

クリック位置から再生をスタートさせるには、Melodyneタイムルーラーを（またはノートエディター背景内を直

接）ダブルクリックします。Altを押したままタイムルーラー内をダブルクリックすると、再生範囲が現在の選択

範囲に限定されます。
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タイムルーラーをクリックすると、再生カーソルがクリック位置に移動し、再生が停止します。

オーディオ素材内をスクラブするには、タイムルーラーをクリック&ドラッグします。

上または下にドラッグすると、表示を現在位置でズームすることができます。スクラブとズームは組み合わせ

て使用することができ、ズームの度合い調整しながらカーソルを直感的に操作できます。

ウィンドウサイズを変更する

ウィンドウのサイズを変更するには、右下隅をドラッグします。この操作は、Melodyneスタンドアロンでもプラグ

インでも同じです。

ノートエディターでのスクロールとズーム

マウスで表示エリアを移動するには、メインツールのドロップダウンからスクロールツール（手の形をしたアイコ

ン）を選択するか、CommandとShiftキーを押したままドラッグします。

マウスで表示エリアをズームするには、ズームツール（ルーペの形をしたアイコン）を選択するか、

Command+Altキーを押したままドラッグします。 水平および垂直方向に同時にズームすることができます。

ズームの度合いは場合により異なります。
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選択されている1つまたは複数のblobにズームするには、Command+Shift+ダブルクリックします。ズームアウ

トするには、編集エリアの背景をダブルクリックします。

ご使用のハードウェアが相当する機能に対応している場合、マウスやトラックパッドを使用してもスクロールや

ズームが行えます。

水平または垂直方向にスクロールするには、マウスホイール、およびトラックパッドの2本指スワイプを

使用します。

水平方向と垂直方向に同時にズームするには、トラックパッドのピンチアウト（2本の指でタッチしてか

ら指の間を広げる）を使用します。

表示範囲を移動するには、水平または垂直スクローラー（スクロールボックス）をドラッグします。 スクローラー

には、blobの配置を示す縮小イメージが表示されています。

表示をズームするには、スクローラーの端をドラッグします。

特に長いオーディオファイルを編集する場合、サイズの小さいスクローラーでは必要なズーム解像度を得られ

にくいことがあります。このような場合、CtrlとAltキーを押したまま編集エリアをドラッグするか、タイムルーラー

で垂直方向にドラッグしてズームインすることができます。
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垂直または水平スライダーの左端または右端を外向きにドラッグすると、表示部分のサイズを垂直方向また

は水平方向に広げることができます。この機能は、プラグインでの使用に便利です（最初の3小節だけを転送

してこの部分を操作し、第20小節に何かを挿入したい場合など）。

すべてのblobが表示されるようズームを調整するには、スクローラーの中央をダブルクリックします。サイクル

モードがアクティブの場合、水平スクロールをダブルクリックすると、サイクル範囲全体が表示されるようにディ

スプレイがズームされます。

blobの高さを変更するには、ノートエディター近くの右下隅のスライダーを使用します。この操作ではボリュー

ムは変化しません。この機能は、音量の極端に小さいまたは極端に大きいノートが多数含まれる素材を表示

させる場合に便利です。

ノートエディター内の自動スクロールについて

1つまたは複数のノートが選択されている場合、Melodyneは、選択対象が編集されるものと判断し、自動スク

ロールを一時的に無効に切り替えます。（ノートエディターの背景をクリックするなどして）ノートの選択が解除さ

れると、再生カーソルの位置から表示エリアのスクロールが再開されます。

同様に、再生中に水平スクローラーを動かして再生カーソルが画面上から消えると、自動スクロールが無効

になります。この場合、停止または再開しても自動スクロールは再び有効になりません。

自動スクロールが一時的に無効の場合、ノートエディター右下隅の自動スクロールアイコンがここに示すよう

な形になります。

ナビゲーションとズーム機能

ウィンドウのサイズを変更するには、右下隅をドラッグします。

表示エリアを移動するには、Command+Shiftキーを押したまま編集エリアの背景をドラッグします。

上下にスクロールするには、マウスホイールを使用します。左右にスクロールするには、Shiftを押した

ままマウスホイールを上下にスクロールします。

表示をスクロールするには、トラックパッドの2本指スワイプを使用します。
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表示をズームするには、トラックパッドの2本指ピンチを使用します。

表示エリアを水平方向/垂直方向にズームするには、Command+Altを押したままノートエディターをド

ラッグします。

指定のエリア内をズームインするには、タイムルーラーを垂直方向にドラッグします。

縦軸と横軸を同時にズームするには、Command+Altを押したままマウスホイールを使用します。

現在選択している1つまたは複数のblobにズームするには、Commandを押したままダブルクリックしま

す。

ズームアウトするには、Commandを押したまま編集エリアの背景をダブルクリックします。

表示を水平方向/垂直方向に移動するには、スクローラーをドラッグします。

表示を水平方向/垂直方向にズームするには、スクローラーの端をドラッグします。

表示部分の長さを伸ばすには、スクローラーの左端または右端を外向きにドラッグします。この機能は

プラグインでは重要となります（最初の4小節だけを転送してこの部分を操作し、第20小節に何かを挿

入したい場合など）。

すべてのノートを水平方向/垂直方向にズームするには、スクローラーをドラッグします。

blobの高さを変更するには、右下隅のスライダーを使用します。
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サイクルモード

Melodyneのサイクルモードでは、選択されているパッセージがエンドレスでリピートされます。

サイクルゾーンを定義する

サイクルゾーンを設定するには、タイムルーラーの下半分をクリック&ドラッグします。Altキーを押したまま操

作すると、タイムグリッドを無視してスタート位置とエンド位置（「サイクルロケーター」）を自由に設定することが

できます。

サイクルモードのオンとオフを切り替える

タイムルーラー下の細い帯上のサイクルゾーンをダブルクリックしてサイクルモードのオンとオフを切り替えま

す。サイクルモードがオンの場合、サイクルゾーンが濃い灰色で表示されます。

Melodyneスタンドアロンでは、トランスポートのアイコンを使ってオンとオフを切り替えることもできます。

[ファイル]>[環境設定]>[ショートカット]を選択し、サイクルモードのオンとオフを切り替えるキーボードショート

カットを定義することもできます。

サイクルゾーンの長さを変更して移動する

サイクル範囲の長さを変更するには、右または左のロケーターをドラッグします。Altキーを押したまま操作す

ると、タイムグリッドを無視してロケーターを自由に設定することができます。
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サイクルゾーン全体を左右に移動するには、範囲の中央をドラッグします。 Altキーを押したまま操作すると、

タイムグリッドが無視されます。

サイクルロケーターを左右に広げるには、サイクルゾーンの左右の任意の位置をShift+クリックします。 Alt

キーを押したまま操作すると、タイムグリッドが無視されます。

選択されているblobを使用してサイクルゾーンを定義する

サイクルゾーンを選択されているblobの最初または最後へ移動させる（最も近いグリッドラインへスナップされ

ます）には、Shiftキーを押したままサイクル範囲をダブルクリックします。 Shiftキーに加えてAltキーも押したま

ま操作すると、サイクルゾーンはグリッドにスナップせず、選択されているblobの最初のblobの先頭と最後の

blobの末尾の間に移動します。
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表示とその他のオプション

Melodyneは、プログラムの外観と動作を好みに合わせて変更できる、ノートエディターのユーザーインターフェ

イスおよび操作のさまざまなオプションを提供します。

ユーザーインターフェイスの要素を表示/隠す

Melodyneのユーザーインターフェイスは、作業状況やニーズに合わせて変更できます。これらは［オプション］

メニューまたはインターフェイス内で行えます。

図は、Melodyneスタンドアロンのユーザーインターフェイスのアイコンを示しています（［オプション］メニューの

項目に関連）。

ノートエディター（A）：ノートエディターのさまざまなオプションです。下で詳しく説明します。

音階エディター（B）：3つの音階エディターウィンドウのパネル1/2/3つの表示/非表示を切り替えます。
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ピッチグリッド（C）：ピッチグリッドのオプションを提供します。

タイムグリッド（D）：タイムグリッドのオプションを提供します。

情報パネルを表示（E）：画面左および/または右の［情報］パネルの表示/非表示を切り替えます。

ノートエディターを自動スクロール（F）：このオプションを選択すると、再生カーソルに合わせてノートエ

ディターの表示がスクロールします。

ノートエディター内の自動スクロールについて：1つまたは複数のノートが選択されている場合、Melodyneは、

選択対象が編集されるものと判断し、自動スクロールを一時的に無効に切り替えます。（ノートエディターの背

景をクリックするなどして）ノートの選択が解除されると、再生カーソルの位置から表示エリアのスクロールが

再開されます。

同様に、再生中に水平スクローラーを動かして再生カーソルが画面上から消えると、自動スクロールが無効

になります。この場合、停止または再開しても自動スクロールは再び有効になりません。

自動スクロールが一時的に無効の場合、ノートエディター右下隅の自動スクロールアイコンがここに示すよう

な形になります。

以下に説明しているオプションはすべてノートエディターに関連しており、メインメニューの［オプション］>［ノート

エディターオプション］を選択するか、ノートエディター右上隅の歯車アイコンをクリックすると表示されます。

これらのオプションは、編集モードとノートアサインメントモードに対して個別に選択できます。

ピッチカーブを表示

[ピッチカーブを表示]を選択すると、音の音高を示す細い曲線が各blob内に表示されます。

左は何も表示されていない（ノートエディター表示オプションで何も選択していない場合の）blob、右はピッチ

カーブが選択されている場合のblobです。

このオプションが選択されているかどうかに関係なく、ピッチツールが選択されている場合は常にピッチカーブ

が表示されます。
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ノート分割を表示

［ノート分割を表示］を選択すると、ノートの最初と最後を示す境界線に灰色の垂直線が表示されます。

ノート分割は、線（つながっているノート間の｢ソフト｣な分割）または細括弧（ハードな分割）として表示されま

す。

このオプションが選択されているどうかに関係なく、ノート分割ツールが使用されている場合は常にノート分割

が表示されます。

ノートテールを表示

ノートを検出し表示する際、Melodyne editorはノート自体とノートのテールを区別します。ノートは「音楽的な事

象」であり、テールは「音楽的ではないサウンドのフェードアウト部分」として認識されます。 演奏された音に付

随する残響音などがテールとなります。 [ノートテールを表示]では、ノートのリバーブテールの表示と非表示を

切り替えることができます。 重点が音楽的な側面なのか音響的な側面なのかによって表示を切り替えるとよ

いでしょう。

テールが表示されていない場合、タイミングツールでノートの最後の部分をドラッグし、ノートの長さを変更する

ことができます。この際、テール部分は変更に合わせて自動的に調整されます。この表示オプションは、意図

されるイベントの概要が分かりやすくなることを目的として提供されています。

テールが表示されている場合、タイミングツールでテール部分をドラッグすることができます。［ノートテールを

表示］は、残響などを含む、実際に聞こえる音をできるだけそのまま表示させたい場合に適しています。

blob情報を表示

[blob情報を表示]では、各音を操作する際に参考となるさまざまな要素の表示と非表示を切り替えることがで

きます。
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もっとも特筆するべき要素はローカルピッチルーラーです。マウスポインタをノート上に移動させると、ノートの

前に表示されます。blobをドラッグしようとすると、blobの形をしたドラッグゾーンを示す細線が表示されます。

[blob情報を表示]が選択されている場合、マウスポインタをノート上に移動させると、ノートの最初に合わせた

垂直線もタイムルーラーに表示されます。これにより、より正確な位置合わせが行えます。

対象ノートを表示

[対象ノートを表示]を選択すると、各blobを囲む灰色の枠が表示されます。

この枠は、半音単位のグリッド線に一致しています。つまりこれは、Melodyneが（オーディオ分析に基づいて）

ノートの音高と拍子または小節内の位置をどのように仮定しているかを示しています。ほとんどの場合この仮

定は正確に行われますが、必ずしも正しいとは限りません。参考としてとらえておくとよいでしょう。

この枠は、マクロを使って部分的なクオンタイズをノートに適用する際にノートが引き寄せられる先の音高と時

間上の位置も示しています。また、タイムツールまたはピッチツールを使ってダブルクリックするとスナップされ

る位置も示しています。

再生中ノートを強調表示

このオプションでは、現在再生中のノートを強調表示するかどうかを選択できます。強調表示は、画面上に

ノートが多数存在する場合に便利です。
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blob編集時にモニター

このオプションが選択された状態でノートエディター内でblobのピッチをシフトさせると、クリックされた位置の

ノートのサウンドが再生されます。このオプションはオンとオフを切り替えることができます。
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環境設定とキーボードショートカット

[環境設定]ウィンドウでは、Melodyneの動作オプションおよびキーボードショートカットを設定できます。

ウィンドウと一般設定を開く

Melodyneプラグインでは、[設定]メニューから[環境設定]を開きます。Melodyneスタンドアロンでは、プログラ

ムメニュー（macOS）またはファイルメニュー（Windows）から[環境設定]を選択します。スタンドアロンの設定オ

プションは、プラグインの設定オプションとは多少異なります。

以下のコマンドは、両方のMelodyneで選択可能です。いずれかのMelodyneで変更を行うと、どちらの

Melodyneにも適用されます。

言語: ユーザーインターフェイスの言語を選択します。

ピッチラベル: 音名に使用する表記を、英語式（C、B、Bbなど）、ドイツ式（C、H、Bなど）、ラテン式

（Do、Si、Sibなど）に設定します。

アピアランス: ここでは、ユーザーインターフェースに対するさまざまなコントラスト設定を選択できま

す。

デフォルトチューニング: 基準音高A（中央Cの上のA）の周波数を設定します。

取り消しの最大回数: Melodyneでは最大100の編集操作を取り消しできます。デフォルト値は25です。

必要に応じて、この値を上げることができます。値を上げるとより多くのRAMを消費し、下げるとRAMを

節約できます。

ツールチップを表示Melodyneの操作に慣れたら、ツールチップ（アイコンやユーザーインターフェイス

の要素にカーソルを重ねると表示される説明文）を非表示にすることができます。

オーディオと録音の環境設定

スタンドアロンとプラグインの両方で、次の2つのオプションを使用できます。

オーディオキャッシュ: Melodyne editorが内部処理に必要とするオーディオキャッシュのハードディスク

のロケーションを指定します。

オーディオキャッシュサイズ: オーディオキャッシュの最大サイズを設定します。

次のオプションはプラグインでのみ使用できます。
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転送後にオーディオを分析: このオプションを選択すると、オーディオ素材の検出（分析）は転送が完了

するまで開始されず、転送時のCPU負荷が低減されます。ご使用のコンピューターの能力がそれほど

高くなく、転送中にクリックノイズやドロップアウトが聞こえたりシステムのスピードが低下するようなこと

がある場合、このオプションを選択します。

[環境設定]の[オーディオ]と[録音]ページには、次のオプションがあります。

オーディオデバイス: ご使用のオーディオハードウェアのオーディオドライバーを選択できます。

サンプルレート: Melodyneで使用するサンプルレートを選択します。

バッファサイズ: オーディオ編集に使用するバッファサイズを設定します。値が小さくなると、レイテンシ

は低くなりますが、CPU負荷は大きくなります。

バッファアンダーランを無視: Melodyneスタンドアロンを処理能力の低いコンピュータで使用しており、

過負荷の可能性がある（クリックノイズやドロップアウトが生じる可能性がある）場合、このボックスに

チェックマークを入れると、コンピュータの処理能力が優先されます。オーディオハードウェアはドロップ

アウトに非常に敏感であることが多いため、このような場合にコンピュータ全体をクラッシュする可能性

があります。もしクラッシュが生じた場合、このボックスにチェックマークを入れます。クラッシュすること

はまれですので、ほとんどの場合このオプションは無視してもかまいません。

マスター出力: Melodyneスタンドアロンのメイン出力を選択します。この出力のレベルは、トランスポー

トバーのマスターボリュームコントロールでコントロールします。オーディオハードウェアの出力が1つの

みの場合、これがマスター出力に自動的に設定されます。

デフォルト入力: Melodyneスタンドアロンのメイン入力を選択します。オーディオハードウェアの入力が1

つのみの場合、これがマスター入力に自動的に設定されます。

ファイルフォーマット: Melodyneで録音の保存に使用するファイルフォーマットを選択します。一般的に

使用されるフォーマットはWAVとAIFFです。
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ショートカット

[環境設定]の[ショートカット]ページでは、さまざまな機能に対してMelodyneで使用するキーボードショートカット

をカスタマイズできます。

カテゴリ左の三角形をクリックすると、使用可能なコマンドのリストが表示されます。

コマンドをクリックしてから、キーまたはキーの組み合わせを押してショートカットとして割り当てます。そのキー

またはキーの組み合わせが該当するコマンドに割り当てられます。必要に応じて、この手順を各コマンドに対

して繰り返します。

不要なショートカットを削除するには、該当するコマンドを選択してから削除キーを押します。[リセット]ボタンを

クリックすると、ファクトリーデフォルトを復元できます。このボタンをクリックすると警告メッセージが表示されま

す。

[エクスポート]と[インポート]のボタンでは、キーボードショートカットのセット1つをストレージデバイスに保存した

り、保存したセットを再ロードしたりできます。こうすることで、スタジオからスタジオへと移動する場合も、ショー

トカット設定をUSBスティックに保存して持ち運ぶことができます。

アップデートを確認

このページでは、Melodyneがアップデートを自動的に確認するか、ユーザーが手動で確認する（[今すぐ確認]

ボタンを押したときのみ確認する）かを設定できます。
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オーディオ特性とアルゴリズム

Melodyneは、さまざまな種類のオーディオ素材の表示と編集にさまざまなアルゴリズムを使用します。ここで

は、選択可能なアルゴリズムと、各種オーディオ素材に対して使用されるアルゴリズムについて説明します。

検出処理

Melodyneは、オーディオ素材を分析し、含まれている音を見つけ出し、編集可能な状態にします。この処理を

「検出」と呼びます。

検出処理により、Melodyneは対象となる素材の種類を判別し、ノートの表示と再生にどのアルゴリズムを適用

するべきかを判断します。現在選択されているアルゴリズムには、［アルゴリズム］メニューとノートエディター

のblobののオプションにチェックマークが表示されます。

メロディック

メロディック素材はモノフォニックです。つまり、1回に1つの音しか鳴っていません。 モノフォニック素材であっ

ても、反響によって音が重なり合い、一種のポリフォニーを形成することがあります。 Melodyneを使用してメロ

ディック素材を編集するつもりの場合、録音内容ができるだけクリーンかつ「ドライ」（反響のない）になるよう心

がけてください。

メロディック素材内の音を示すblobは、さまざまなピッチで表示されます。 blobが離れているかくっついている

かは、演奏方法または発声方法により（スタッカートまたはレガート）異なります。

パーカッシブアルゴリズム

このカテゴリには、ドラムやその他のパーカッション楽器の録音だけでなく、Melodyneがピッチを検出できない

ノイズや効果音およびその他の素材も含まれます。 パーカッシブアルゴリズムを選択すると、連続するドラム
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のストロークを識別することができますが、どれもすべて同じピッチとして表示されます。 blobのピッチを上下

に変更することはできますが、ピッチルーラーにはノート名が表示されず、半音単位での相対値のみ表示され

ます。 音階機能は無効になります。

ユニバーサルアルゴリズム

ユニバーサルアルゴリズムは、パーカッシブな要素と調性の要素の両方を含む複雑な信号に特に適していま

す。たとえば、音楽全体のピッチ、タイミング、テンポを変更したい場合、このアルゴリズムを使用すると最良

のサウンドクオリティが得られます。

ユニバーサルアルゴリズムは、パーカッシブアルゴリズム同様、検出された音すべてを同じピッチで表示しま

す。ピッチルーラーには階名は表示されず、単に半音の相対値のみ表示され、音階機能は無効になります。 

ユニバーサルアルゴリズムを使用して検出済みのファイルには、アタックスピードツールは使用できません。

そのため、該当するblobにはアタックスピードハンドルが表示されず、ノートインスペクター内の[アタックスピー

ド]フィールドは灰色表示となります。

アルゴリズムを切り替える

Melodyneで自動選択されているアルゴリズムは、いつでも別のアルゴリズムに切り替えることができます。た

とえば、編集の目的にそぐわない形で素材が分析されている場合などに変更するとよいでしょう。これを行うに
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は、再生を停止し、［アルゴリズム］メニューから任意のアルゴリズムを選択します。選択が反映され、表示が

更新されます。注：この操作を行うと、アルゴリズムを切り替える前に行った編集は失われます。使用するアル

ゴリズムの選択は、編集を始める前に行いましょう。

注：この操作を行うと、ノートのコピーを含むアルゴリズムを切り替える前に行った 編集は失われます。 使用

するアルゴリズムの選択は、編集を始める前に行いましょう。

Melodyneプラグインでは、転送ごとに個別のアルゴリズムを選択できます。Melodyneスタンドアロンでは、編

集されるドキュメントのオーディオファイル（このような素材を「オーディオソース」と呼びます）ごとに選択できま

す。特定のオーディオソースにアルゴリズムを変更する前に、まずそれらに排他的に属する1つまたは複数の

ノートを選択する必要があります。ノートがひとつも選択されていない場合、または2つの異なるオーディオソー

スのノートが選択されている場合、［アルゴリズム］は灰色表示になります。このような場合は、単一のオーディ

オソースに属するノートだけを選択すると、アルゴリズムを切り替えることができます。

アルゴリズムを切り替えると新たな検出が実行され、Melodyneはオートストレッチスイッチの状態を確認しま

す。オートストレッチ機能が有効な場合、新規検出が完了すると、ファイルのテンポも調整されます。オートスト

レッチが選択されていない場合、ファイルの元のテンポが維持されます。

自動または手動アルゴリズム

デフォルトでは、Melodyneはオーディオ素材の特性に合わせて最も適したアルゴリズムを自動選択します。し

かし、Melodyneプラグインのインスタンス内またはスタンドアロン 現在のドキュメント内 で素材が検出された

場合、新しい素材がそのインスタンスに転送されたり、新しいファイルがスタンドアロン にドラッグされると、

Melodyneは、たとえアルゴリズムに［自動］が選択されていても、その新しい素材に対して古い素材に使用さ

れたものと同一のアルゴリズムを使用します。

この方法で［自動］設定を無効化すると、検出の一貫性が保たれ、ボーカルトラックからの転送が突然パー

カッシブとして認識されるリスクを防ぎます。ただし、転送やファイルのアルゴリズムを手動で変更していた場

合、オートメーションがのちに再び有効になり、すでに検出された素材への転送やファイルには注意が払われ

ません。

このルールは、アルゴリズムに［自動］が選択されている場合にのみ適用されます。ただし、これはARAを搭

載したMelodyneを使用している場合は適用されません。また、Melodyneスタンドアロンで、検出に適用された

編集を含むMDDファイルがすでに存在している新しいファイルをドキュメントにドラッグした場合にも適用されま

せん。

［アルゴリズム］メニューで別のデフォルトを設定しておくことで、検出処理に対するアルゴリズムが自動選択さ

れるのを防ぐことができます。
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アルゴリズムをあらかじめ設定しておく必要がなくなったら、デフォルト設定に［自動］を選択し直しておきましょ

う。デフォルトのアルゴリズムの設定はプログラムを終了しても元に戻されないため、元に戻しておかないと、

次回起動時に間違ったアルゴリズムで処理が行われてしまうことがあります。
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ノートアサインメントモード

Melodyneで編集を行う前に、オーディオ素材の分析（「検出」と呼んでいます）を実行する必要があります。こ

の分析のクオリティは、その後の素材の処理のスムーズさと、編集したサウンドの正確さに大きく関係します。

そのため、Melodyneが素材内の音を検出したかどうかを確認し、必要に応じて間違いを修正することは重要

です。Melodyneのノートアサインメントモードが便利に使用できるのはこのような場面です。

検出結果の編集の内容

ノートアサインメントモードで作業する場合、どんな変更も、ノート自体に可聴の影響を与えることはありませ

ん。ここで行う操作は、表示されているノートと実際に演奏されたり歌われた音を一致させるための処理です。

つまり、表示と音を一致させる処理です。このプロセスでは、元のレコーディングが表示された状態で作業し、

これがのちにMelodyneで行う変更の基盤となります。基盤がしっかりしていれば、編集後のサウンドのクオリ

ティもよくなります。

検出の確認と編集は合理的かつ必要なプロセスですが、オーディオ素材の解釈は、一見面倒なものに思える

かもしれません。しかし、この作業は膨大な利点をもたらします。なぜなら、オーディオ素材の解釈は複数存在

することもしばしばで、音響的および音楽的コンテキストにおいてどの解釈が正しいのかを決める必要がある

ためです。

しかし心配はありません。Melodyneの検出プロセスは、主として自動で、最終結果と一貫するものです。この

モードでの編集の必要度合いは、使用するアルゴリズムと対象となるオーディオ素材により異なります。ボーカ

リスト1名の未処理レコーディングを使用する場合、問題が生じることは非常にまれです。場合によっては、音

が異なるオクターブで検出されることもありますが、このような場合、後でトランスポーズするとサウンドが不自

然になります。このような場合の検出の修正は、簡単に行えます。これはパーカッシブな素材でも同様で、ほと

んどの場合、必要なのはノート分割の追加や削除だけです。

編集対象と場所

アルゴリズムの選択と同様、ノートアサインメントモードは、i）特定のオーディオファイル、ii）特定のレコーディン

グ、iii）特定の転送されたセグメント（これらすべてを「オーディオソース」と呼びます）のいずれかのすべての

ノートに同じように適用されます。ノートエディターに複数の異なるオーディオソースからのノートが含まれてい

る場合、編集したい検出のソースに属するノートを選択することから始めます。
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まず、ノートエディターのツールボックス横のスパナの形をしたアイコンをクリックし、ノートアサインメントモード

を有効にします。ノートエディターの背景色が変化し、通常の編集モードからノートアサインメントモードに切り

替わっていることが示されます。ノートアサインメントモードで見聞きするのは、常にオーディオソースのオリジ

ナルの状態です。それ以前に行った編集はすべて一時的に無視されます。

blobアイコン（スパナの左）をクリックすると、ノートアサインメントモードが終了し、編集モードに戻ります。ノート

アサインメントモードに切り替える前に行った編集結果を再び聞くことができるようになります。しかし、この動

作はノートアサインモードでアルゴリズムを変更しなかった場合に限られますのでご注意ください。アルゴリズ

ムを変更すると、新たに分析が実行され、新規分析が行われる（検出プロセスがリピートされる）と、それまで

にノートに実行された編集は失われます。

アルゴリズムインスペクター

ノートアサインメントモードが有効な場合、アルゴリズムインスペクターが情報パネルに表示されます。

アルゴリズム： 一番上のポップアップボタンに現在のアルゴリズムが表示されます。メニューが表示された状

態であれば、リストから別のアルゴリズムを選択できます。選択すると、新規分析が実行されます。警告：アル

ゴリズムを切り替えると、それ以前にオーディオソースになされた編集はすべて失われます。そのため、最適

なアルゴリズムが選択されているかを確認すること、また最適なアルゴリズムが選択されていない場合、分析

の修正やノートの編集を行う_前_に適切なアルゴリズムを選択することを習慣にしてください。

アドバイス：Melodyneをスタンドアロンで使用する場合、アルゴリズムを切り替える前にオーディオソースのア

サインメントファイルを保存して（下記参照）、新規アルゴリズムが不満な場合、このファイルを再ロードできま

す。この場合、以前のアルゴリズム、および検出に加えた編集すべて（ただし、その検出に関するもの_のみ_）

が復元されます。編集モードでノートに行った通常編集は、この場合にもすべて失われます。これらは、アルゴ

リズムを切り替えるとき避けることのできない結果です。

プレビューセクションには、検出の編集とアルゴリズムパラメーターの微調整をアシストする以下のような重要

なオプションがあります。
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シンセ： ノートアサインメントモードでの目的は、表示されているノートが実際に演奏されたノートと一致してい

るかどうかを確認することです。しかし、ノートアサインメントモードでは編集しようとしているオーディオファイル

のオリジナルのサウンドが聞こえ、blobの編集には可聴の影響はないため、検出結果の確認は視覚に頼るし

かありません。モニタリングシンセが活躍するのはこのような場合です。シンセトーンジェネレーターを使用し

て、モニタリングシンセはblobを表示されているとおりに再生します。これにより、目と耳で確認できるようにな

ります。シンセのオンとオフは、「Z」アイコンをクリックして切り替えられます。ボリュームをコントロールするに

は、上下にドラッグします。

モニタリングシンセは、アルゴリズムに［パーカッシブ］または［ユニバーサル］が選択されている場合には使用

できません。

テンポ、ピッチ、フォルマント： これら3つのプレビューコントロールでは、これらのパラメーターに加えられた変

更をシミュレートし、現在のアルゴリズム設定への効果を確認できます。たとえば、アルゴリズムインスペク

ターでフォルマント特性を変更したとします。この変更は、通常の編集モードでフォルマントをずらさない限り効

果を持ちません。なぜなら、ノートアサインメントモードでは、オーディオファイルをオリジナルの状態で聞いて

いるだけだからです。そのため、このような場合、ノートアサインメントモードを終了し、通常の編集モードで

フォルマントをずらしてから、必要に応じて再びノートアサインメントモードに戻り、フォルマント特性を再び調整

することになります。プレビューコントロールなら、この操作の必要がなくなります。ノートアサインメントモードを

終了しなくても、フォルマントコントロールをオンにして、特性スライダーを操作してその効果を試すことができ

ます。テンポとピッチの各コントロールもほぼ同様に動作します。これら3種のプレビューコントロールの値は一

時的にのみ適用され、ノートアサインメントモードを終了するたびにリセットされます。

注：シンセが使用されている場合、ピッチとフォルマントのコントロールは同時使用できないため灰色表示とな

ります。

アルゴリズムインスペクターの他のパラメーターはアルゴリズムの動作に関連しており、オーディオソース全体

に対して微調整できます。
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再生タイプ：* Melodyneはオーディオの再生に2つの異なる処理を適用します。［メロディック］アルゴリズムは

再生タイプ［トーナル］を、他のアルゴリズムは［コンプレックス］をそれぞれ標準で使用します。一般的にはこ

れらの選択肢が最も優れた結果をもたらしますが、希望に応じて変更することもできます。

違いは、タイムストレッチを実行する際（とノートを上にトランスポーズする際）に最も顕著に表れます。ピッチ

がはっきりしている素材では、［トーナル］オプションを選択する方が一般的には良好な結果が得られます。

ノートのピッチがはっきりしておらず、ノイズ成分が多い素材の場合、［コンプレックス］オプションを選択する方

が一般的には良好な結果が得られます。素材が上記2種類に当てはまらない場合、2種類の再生タイプ両方

を試すのが一番です。テンポとピッチのプレビューコントロールを使用して、どちらの再生タイプがニーズに

合っているかを確認します。［トーナル］が選択されている場合、下で説明している［特性］、［トランジェント］、

［フォルマント特性］パラメーターは使用できず、灰色表示にあります。

アドバイス：再生タイプ［トーナル］には、バリエーションとして［トーナル (高)］もあります。ソプラノや非常にピッ

チの高いメロディ楽器（ピッコロなど）を扱う場合、［トーナル］の代わりに［トーナル (高)］を選択すると、音質を

向上させることができます。ただし、通常の音域の声や楽器には［トーナル (高)］は向かないため、このような

場合には選択しないことをおすすめします。

特性： このポップアップボタンでは、よりスムーズまたはよりクリスプな再生の間で選択できます。［クリスプ］を

選択した場合、より小さなプロセッシング単位が使用され、信号内のすばやい音の動きをよりクリアに再現で

きます。この設定は、パーカッシブなサウンドや、すばやい音の変化が含まれる素材により適しています。ソフ

トでサステインするサウンドの場合、この設定だと落ち着かないサウンドになることがあります。これを防ぐに

は、［スムーズ］を選択します。より大きなプロセッシング単位が選択され、スムーズでゆっくりとした音の動き

の再現に適しています。

トランジェント： このパラメーターは、［ユニバーサル］および［パーカッシブ］アルゴリズムの場合にのみ使用で

きます。再生中の信号のトランジェントの扱いを指定します。スライダーを右端（［パーカッシブ］アルゴリズム

の場合のデフォルト位置）に移動すると、トランジェントはよりクリアかつ正確になります。スライダーを左に動

かすにつれて、トランジェントはソフトになります。デフォルトでは、［ユニバーサル］アルゴリズムが選択されて

おり、スライダーは中央に置かれています。いろんな設定を試し、素材に合わせて最適な設定を見つけましょ

う。
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フォルマント補正上/下： Melodyneでノートをトランスポーズすると、フォルマントが自動修正され、たとえば

ボーカルの場合に生じがちな「ミッキーマウス効果」を防ぐことができます。ノートを1全音分上にトランスポーズ

すると、Melodyneはフォルマントを修正し、オリジナルの音色を維持します。人間の声の場合、一般的にこれ

が望まれる結果ですが、アコースティックギターの場合、状況は異なるかもしれません。フォルマントが基音と

並行してトランスポーズされる方が、つまり、自動補正されない方が、魅力が加わることもあります。

そのような理由から、フォルマント上/下スライダーは、上向き/下向きのトランスポーズに対して個別に自動

フォルマント補正の度合いを設定できるよう用意されています。スライダーを完全右にすると、100%のフォルマ

ント補正が適用されます。完全左にすると、自動フォルマント補正はまったく適用されません。通常の編集モー

ドに戻ると、ノートエディターで1つまたは複数のノートのフォルマントをシフトするまたはシフトしていた場合にの

みこれらのパラメーターの効果が聞こえます。この効果をノートアサインモードでシミュレートおよび検証するに

は、アルゴリズムインスペクターのプレビューセクションにあるピッチコントローラーを使用します。これに対す

る現在の値が正の場合、［上］スライダーの効果をプレビューできます。現在の値が負の場合、［下］スライ

ダーの効果が聞こえます。

フォルマント特性： フォルマントがシフトしている場合、このスライダーは周波数範囲内の重み付けを変化さ

せ、シフトしているフォルマントのサウンドを変化させます。さまざまな設定を試し、どの設定が素材に最も適し

ているかを確認します。このパラメーターには、ノートエディターでノートをトランスポーズしたのでない限り、通

常の編集モードに戻っても可聴の効果はありません。この効果をノートアサインモードでシミュレートおよび検

証するには、アルゴリズムインスペクターのプレビューセクションにあるフォルマントコントローラーを使用しま

す。

オーディオを分割： オーディオソースの検出結果を編集する際、Melodyneはその処理をバックグラウンドで実

行し、かなりのボリュームのデータをキャッシュからやりとりします。［オーディオを分割］オプションでは、この

動作をコントロールできます。［自動］ボックスにチェックマークを入れると、変更を行うたびに、Melodyneで必

要な計算すべてがすぐさま実行されます。これには、次のようなメリットがあります。プレビューコントロールを

使用してアルゴリズム設定をテストするとき、Melodyneは最新のデータにアクセスし、すべては通常の編集

モードの場合と同じように聞こえます。しかし、次のようなデメリットもあります。Melodyneにより処理が中断さ

れ、進捗インジケーターが表示され、作業が一時的に中断されます。

プレビューコントロールは常に必要なわけではないので、［自動］チェックボックスのチェックをオフにして、この

オプションでこの動作を変更できます。これ以降、さまざまな計算が実行されなくなり、［実行］ボタンをクリック

したときまたはノートアサインメントモードを終了したときのみ実行されます。このメリットは、ワークフローが中

断されないことです。デメリットは、この場合、行った変更がプレビューコントロールに反映されないことがある

ことです。前回のデータと現在の状態の間に相違がある場合、［実行］ボタンが点滅して警告します。ボタンを

クリックすると、Melodyneが未処理の計算すべてを実行し、データの総計を更新します。
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アサインメントファイル復元/保存（スタンドアロンのみ）： Melodyneでは、必要に応じて、ソースに対してどのア

ルゴリズムが使用されたか、アルゴリズムパラメーターの状態、どのような編集が検出結果に適用されたかな

どの情報を含むアサインメントファイルとしてオーディオソースを保存できます。こうすれば、Melodyneでこの

ファイルを開くたびに検出プロセスを繰り返す必要がありません。また、検出の編集とアルゴリズムパラメー

ターの設定を1度行えば、ファイルを開くたびに適用したすべての修正内容が自動的に復元されます。［保存］

ボタンでは、このようなアサインメントファイルを編集したオーディオファイルと一緒に保存できます。［ロード］ボ

タンでは、ファイルを再び開き、たとえばアルゴリズムを誤って変更してしまった後に元の状態に戻すことがで

きます。

ノートアサインメントモードのメインツール

ノートアサインメントモードでは、ツールボックスには通常の編集モードで使用する機能以外のツールがありま

す。最も重要な違いは次のとおりです。ノートアサインメントモードでは、ツールはノートのサウンドに直接また

は即時の影響は与えず、むしろ、検出され表示されたノートを実際の音楽にできるだけ合致するよう働きま

す。これにより、素材をその後より効率良く編集でき、最適な結果を得られるようにします。

使用できるツールは、アルゴリズムにより異なります。

ノートアサインメントモードのメインツールには他のツールの重要な機能が組み合わせられており、通常の編

集モードの場合同様、ツールを変更することなくさまざまな一般的なタスクを実行できます。

blob下側では、メインツールは_アクティベーション_ツールとして機能します。

blob上側では、メインツールは_ノート分割_ツールとして機能します。

それぞれ順に説明します。

アクティベーションツール

アルゴリズムに［パーカッシブ］または［ユニバーサル］が選択されている場合、アクティベーションツールに機

能はありません。

アクティベーションツールでノートをクリックすると、編集エリア背景にその上音が表示されます。これにより、

表示されているノートのオクターブと他の倍音の比を一目で確認できます。
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メロディックアルゴリズム： blobをダブルクリックすると、該当するノートが最も妥当と思われるピッチに移動さ

れます。特に妥当と思われる別のピッチは空のblob（潜在的な音）で示され、オリジナルのblobのオクターブ上

または下に来ることが多いです。これらの潜在的な音を直接ダブルクリックして、オリジナルのblobを有効化ま

たは無効化することもできます。ダブルクリックしたblobに対する妥当と思われる別のピッチが見つからない場

合、その場に留まります。

このツールでblobを垂直にドラッグしてもほぼ同様の効果が得られます。別のピッチを探してさらに上または

下が検索されます。妥当と思われるピッチが指示された方向に見つかった場合、blobがそれにスナップしま

す。それ以外の場合、元の位置に戻ります。このダブルクリックまたはドラッグを使用することで、検出のオク

ターブエラーを修正できます。

スタート位置ラインと指定のスタート位置

ノートアサインメントモードでいずれかの分割ツールを選択すると、ノートエディターに垂直の線が表示されま

す。同時に、2つのインジケーターの付いたスライダーがツールボックス横に表示されます。

この垂直の線を｢スタート位置ライン｣と呼びます。それぞれのblobからタイムルーラーへと並行に伸びるこの

線は、Melodyneにより識別されたオーディオファイル内の_音楽上のスタート位置_を示しています。｢指定のス

タート位置｣は、一番上に反転した三角形が付いた短い垂直の線で示され、常にblobの先頭付近（だが必ずし

も左端ではない）に表示されます。有効な場合、ノートの有効な音楽上のスタート位置であるとMelodyneが判

断したものを示しています。音楽上のスタート位置は、ノート先頭の分離記号に一致する可能性があります

が、必ずしも一致する必要はありません。たとえば金管楽器では、各音は、息を吹き込んだ時の雑音の後に
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聞こえてきます。この雑音も音の一部であるため、ノート分割の右に表示されます。しかし、タイミングの観点

から見れば（クオンタイズでも同様）、本来の音が発せられ、希望の音高に達した瞬間_こそ_が重要になりま

す。Melodyneが音の音楽上のスタート位置を正確に示すことができない場合、スタート位置の線は表示され

ず、ノートには指定のスタート位置はありません。その場合、クオンタイズ目的で、ノートの左端がスタート位置

として扱われます。

長いスタート位置の各線の端にも反転した三角形のインジケーターが現れ、タイムルーラーのすぐ下に表示さ

れます。このインジケーターが空洞でない場合、対応するスタート位置ラインが表示されており、アクティブ状

態になっています。空洞の場合、ラインは非表示で、これを｢潜在的な｣または｢アクティブでない｣スタート位置

ラインと呼びます。アクティブでないスタート位置ラインは、常にノートの先頭と一致します。ただし、該当のノー

トに対して、Melodyneが音楽上意味のあるスタート位置を確実に識別できていない状態です。スタート位置ラ

インが潜在的なものでしかなく、垂直線（指定のスタート位置インジケーター）がblobに表示されていないのは

そのためです。

丸括弧と球の2つのスライダーインジケーターはそれぞれ、潜在的なスタート位置に対するMelodyneの識別感

度と、Melodyneがスタート位置をアクティブ状態に指定する見込みの度合いを設定します。設定は、結果とし

て表示される三角形の総数と、赤で埋められた三角形のパーセンテージに反映されます。丸括弧をゆっくり右

に動かすと、タイムルーラー下に表示される空洞の三角形（｢潜在的な｣スタート位置を示す）の数が増えてい

きます。これは、素材内のスタート位置の存在の_可能性_を推測するMelodyneの感度が上がっていることを

反映しています。｢可能性｣なのは、追加されるラインは非表示のままであり、今のところblobに影響を与えてい

ないためです。

ただし、これはスライダーの2つ目のインジケーターである球を使用して変更できます。球を右に動かすと、そ

れまで非表示だった｢潜在的な｣スタート位置ラインがアクティブになり、すぐ下のblobにスタート位置が表示さ

れます。
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タイムルーラー下の空洞の三角形のインジケーターをダブルクリックすると、潜在的なスタート位置ラインをア

クティブに変更できます。また逆に、該当する空洞でない三角形をダブルクリックすると、アクティブなラインを

無効にできます。ルーラー内の空の場所をダブルクリックすると、新しいスタート位置ラインが生成されます。

このインジケーターをドラッグして、スタート位置ラインを時間軸上で前後に移動できますが、Melodyneではほ

とんどの場合最適な位置が認識されるため、この操作が必要になることはほとんどありません。ただし、微調

整が必要になる場合はあります。試しにスタート位置ラインを左から右へ動かすとき、blobの先頭を超えると、

（指定のスタート位置の存在を示す）逆三角形の付いた垂直線が表示されます。三角形はしばらくの間ライン

を追い、ノートの減衰が始まると、音楽上のスタート位置の表示が意味をなさなくなるため消えます。

スタート位置ラインには｢磁石｣のような特性があり、この特性はラインを動かすときだけでなく、ノートを分割す

るときやスタート位置を手動で指定するときにもみられます。

ノート分割ツールと分割タイプツール

ノート分割ツールと分割タイプツール（ツールバー内のすぐ下）は、すべてのアルゴリズムで使用でき、編集

モードでの場合と同じように機能します。ノート分割はダブルクリックして設定または削除することができ、時間

軸に沿って動かすこともできます。分割タイプツールでは、ハード分割とソフト分割の間で切り替えることがで

きます。
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ただし、通常の編集モードと異なり、ノートアサインメントモードでは、分割ツールは音楽の再成形ではなく分析

（検出）の編集に使用されます。ここでの目的は、blobが実際の音をできるだけ正確に反映するようにすること

です。 アドバイス：ソフトな分割でピッチが異なる2つ以上のノートを得るには、コンテキストメニューで[選択範

囲を連続シーケンスに変換]を選択します（下参照）。

ノート分割の配置とスタート位置の編集は連動しており、ノート分割ツールでスタート位置を編集することもでき

ます。タイムルーラー近くの三角形のスタート位置マーカーのそばにポインターを動かすと、形が変化してス

タート位置ツールに似た形状になります。

指定のスタート位置はいつでも無効に（指定を解除）できます。新しいスタート位置は、有効なスタート位置ライ

ンがblobの妥当と思われる前方（blobの左端）にある場合にのみ指定できます。タイムルーラー下のスタート位

置インジケーターを見てみましょう。関連する位置に、空洞の三角形（潜在的なスタート位置の存在を示す）が

表示されています。この三角形をダブルクリックすると、このスタート位置ラインが有効になります。

潜在的なスタート位置ラインが予期される位置に検出されていない場合、ツールボックスそばのスライダーを

使用して、潜在的なスタート位置ラインを表示させることができます。これを行うには、右側のコントロール要

素（丸括弧）を右方向に動かします。

別の方法として、スタート位置マーカーのルーラーの空のエリアをダブルクリックして新規のスタート位置ライン

を作成し、マウスで任意の位置にドラッグすることもできます。 ［メロディック］、［パーカッシブ］、［ユニバーサ

ル］のいずれかのアルゴリズムが選択されている場合、スタート位置ラインを有効にするか、新しいスタート位

置ラインを作成すると、問題となる位置の近くにノート分割が自動挿入されます。

アドバイス：スタート位置ラインを編集する際、ノートのスタート位置はどこかにあるような気がするのに潜在的

なスタート位置ラインとしても表示されていない場合、関連するエリアをスクラブすることで正確な位置を見つけ

ることができます。その位置では、かなりのノイズ成分が聞こえます。このノイズが最も大音量になるところで、

マウスボタンから指を離して、ダブルクリックしてスタート位置ラインを配置します。

http://helpcenter.celemony.com/hc-2/?lang=ja&startPageEdition=melodyne-assistant
http://www.celemony.com


Melodyne 4 assistant - スタンドアロン

   © Celemony Software GmbH 2020 • 最終更新日 07.12.2020 • ヘルプセンター • www.celemony.com

52

コンテキストメニュー： いずれかの分割ツールを選択すると、ノートエディターにコンテキストメニューが表示さ

れ、次のコマンドが表示されます。

選択範囲を連続シーケンスに変換：このコマンドでは、ハードな分割の間にある2つ以上の連続する

ノートから構成される選択範囲を、ソフトな分割の連続するシーケンスに変換できます。この操作は

ピッチの異なるノートでも可能で、メロディラインを集めてよりまとまりのある分かりやすい編集が行え

ます。

ノートの分割: このコマンドは、Melodyneで指定されている位置でノートを自動分割します。ツールを使

用して編集する前に歯擦音や息継ぎのノイズを分離するためにボーカルのパッセージで正確なカット

を行う必要がある場合に便利です。

スタート位置ラインでノートを再分割：このコマンドは、選択されているノートを、アクティブなスタート位

置ラインの位置で分割します。同時に複数のノート内の同じ位置に分割を挿入し、他の場所に見つ

かった不要な分割を削除できます。

選択されているグリッドを基に分割をリセット：このコマンドは、スタート位置と、選択されているタイムグ

リッド上の適切な位置でノートを分割します。このコマンドは、［メロディック］、［パーカッシブ］、［ユニ

バーサル］アルゴリズムで使用できます。

スタート位置ツール

スタート位置ツールは、ノート分割ツールのサブツールです。

すべてのアルゴリズムで使用でき、ダブルクリックしてスタート位置を手動で指定または指定解除できます。 こ

のツール機能は、ノートインスペクターのオプションをチェックすることで、ノートアサインメントモードでも使用で

きます。 指定されたスタート位置は、赤い三角形が一番上についた短い垂直線で示され、blobの最左端また

はそこに近い場所に表示されます。

タイムルーラー下のスタート位置マーカーのリージョン内でスタート位置ツールを動かすことで、スタート位置

ツールでこれらを編集できます。ただし、一般的にはこの目的には上記のノート分割ツールを使用します。
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ノートインスペクター

通常の編集モードの場合同様、ノートアサインメントモードのノートインスペクターは選択されているノートを調

整しますが、表示されるパラメーターが異なります。

ピッチ： 3つのフィールドは編集モードのフィールドに対応しており、i）最も近い半音階音、ii）そこからの偏差

（セント単位）、iii）相当する周波数（ヘルツ単位）を表示します。これらのフィールドに値を入力することはでき

ませんが、blobが別のピッチに割り当てられる（オクターブエラーを修正するなど）とフィールドの内容が更新さ

れます。  このフィールドの状態は、分割タイプツールで行った変更またはボックスにチェックハードな分割：

マークを入れるかチェックマークを消すことで決まります。このボックスは、選択されているノートと隣り合うノー

トの間にソフトな分割が存在している場合にのみチェックマークを入れることができます。

スタート位置： このフィールドの状態は、スタート位置ツールで行った変更またはボックスにチェックマークを入

れるかチェックマークを消すことで決まります。対応するツール同様、選択されているノートをスタート位置ライ

ンにくっつけたり離したりできます。
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タイムグリッド

タイムグリッドは、時間軸を一定間隔で分割し、より分かりやすい一時表示を提供します。グリッドを使用する

と、音が最も近いグリッド線にスナップするため、拍に合わせるのが簡単になります。グリッドの間隔（隣り合う

グリッド線の間の隔たり）には、秒または音価（2分音符、4分音符など）を選択できます。

タイムグリッドを有効にする、設定する

タイムグリッドを調整するには、メインメニューの[オプション] > [タイムグリッド設定]を選択するか、（ノートエ

ディター右上の）音符アイコンをクリックしてここに表示されているポップアップメニューを開きます。

音符アイコンをクリックすると、グリッドの有効と無効が切り替わります。［環境設定］ダイアログの［ショートカッ

ト］ページからこのコマンドに対するキーボードショートカットを定義することもできます。音価またはその隣の小

さな矢印のシンボルをクリックし、マウスボタンを押したままにすると、グリッドメニューが開きます。

このメニューでは、さまざまな音価単位または秒単位でグリッド線の間隔を設定できます。
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時間軸は選択されている音価と同じ間隔で分割されます。音価（1/16など）を選択している場合にディスプレイ

をズームアウトすると、ある程度でグリッド線が表示されなくなりますが、選択されているグリッド値は有効なま

まです。

グリッドが有効な場合にノートを移動する

[タイムグリッド]がオンであり[秒]が選択されていない場合、ある拍から別の拍へとノートを動かすと、前の位置

での拍とノートのオフセットが維持されます。つまり、ノートの配置はグリッドに依存しますが、そのノートがもと

もとグリッドライン上に正確に合わせられているのではない場合、移動先でもノートはグリッドライン上に合わ

せられません。たとえば下図のノートは、小節の第1拍から少し遅れたところで鳴っています。タイミングツール

を選択すると、ノートの先頭部分にポジションアンカーが表示されます。

グリッドがオンの場合にこのノートを第2拍に移動すると、そこでも拍からのノートのオフセットが維持され、拍

から少し遅れたところで鳴ります。

グリッドがオンの場合も、Altキーを押したまま操作すれば、グリッドを無視してノートを動かすことができます。
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ピッチグリッドと音階

Melodyneでは、連続またはグリッドを使用して段階的にノートのピッチをずらすことができます。グリッドが有

効の場合、ノートはグリッドにより可能なピッチにのみ移動することができます。このような場合、半音階また

は他の音階のいずれかに相当します。

ピッチルーラーの機能とピッチグリッドへのアクセス

ピッチグリッドに関連するオプションは、メインメニューの［オプション］のサブメニューから、またはピッチルー

ラーのト音記号アイコンをクリックして変更できます。

ピッチグリッドをオンにして表示オプションを選択する

ト音記号のアイコンを1回クリックするとピッチグリッドの有効と無効が切り替わり、スナップ機能のオンとオフ

が切り替わります。グリッドが無効の場合、ノートを自由に移動できます。半音階の各音の間の周波数にも配

置できます。この場合、ピッチルーラーはノート間に細い線で表示され、ガイドラインとしてのみ機能します。

ト音記号のアイコンまたはその隣の小さな矢印のシンボルをクリックし、マウスボタンを押したまま下にドラッグ

すると、スナップ、背景、ルーラーオプションを表示するドロップダウンメニューが開きます。

スナップ

スナップなし：グリッドは無効です。半音階の度に一致するかどうかに関係なく任意のピッチにノートを

移動できます。

半音階スナップ：ルーラーのラインがよりはっきりとした線で表示され、半音階の最も近い度にノートが

スナップします。

音階スナップ：この場合、Melodyneによるオーディオ素材の分析結果に基づき、最も適切と思われる

長音階または短音階が選択されます。主音がピッチルーラー内で強調表示されます。もちろん、音階

と主音は変更することができます。それについては後で説明します。まずはこのメニューの他のオプ

ションを見ていきましょう。
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背景

ここでは、ノートエディターの背景を選択できます。

鍵盤: ノートエディターの黒い横線はピアノ鍵盤の黒鍵を、白い横線は白鍵を示しています。MIDIエディ

ターをご使用の方ならおなじみのレイアウトです。

音階音: 明るい色の横線は音階に含まれるノートに、暗い色の横線は音階に含まれないノートに割り

当てられます。[音階スナップ]が選択されている場合、ノートは一定の割合で明るい色の横線に割り当

てられます。

ピッチライン: 音階の度は、横線ではなく太線で示されます。細い線は音階に含まれないノートを示しま

す。この線は音階の各度の正確なピッチを示しているので、ピッチが正しくない場合に便利に使用でき

ます。

ルーラー

ここでは、ピッチルーラーにノート名または音階の度名のどちらを表示するかを選択できます。

音階ルーラーと基準音高ルーラー

主音と音階を任意に選択するまたは他の設定を変更するには、ピッチルーラーの下の一番右の矢印をクリッ

クして、先に説明した「引き出し」をもう少し大きく開きます。左に、2つの新しい列が表示されます。
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マスターチューニングを調整する

一番左の細い列は、基準音高ルーラーです。任意のノート（たとえばA4）のマークに向かってドラッグすると周

波数ルーラーが表示されます。周波数ルーラーは、対象となるノート、および音階の他のすべてのノートを微

調整する際のガイドとして機能します。ここでの操作は、ピッチグリッド全体のマスターチューニングを調整して

いることになります。水平ズームのズーム倍数を上げておくと、値が分かりやすくなります。

ルーラーのいずれかのマークを右クリックすると、小さなコンテキストメニューが開きます。 いくつかのポインタ

が表示され、特定のチューニングにピッチグリッドをすばやく合わせることができます。

一番上には、選択されているノートの現在の周波数が表示されます。

コンサート: 現代標準のコンサートピッチ（A = 440 Hz）に合わせたチューニングです。

デフォルト: [環境設定]ダイアログで設定されているAの周波数に合わせたチューニングです。

検出結果: Melodyneによる音楽の分析結果に基づくオリジナルのチューニングです。

デフォルトとして設定: 現在の値を新規ドキュメントのデフォルトのチューニングとして使用するよう設定

し、[環境設定]ダイアログの値を調整します。

A4の設定は、基準音高ルーラーの一番上のアイコンをクリックすることですばやく選択することができます。 

このアイコンのすぐ下のボックスにAの値を直接タイプ入力することもできます。
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主音と音階を選択する

基準音高ルーラーの隣のより幅広のルーラーは音階ルーラーです。 ここでは、音階の「主音」（第1音）および

旋法を選択することができます。 まず主音として使用したいノートをクリックします。 次のメニューが開きま

す。

関連する音階: メニューの一番上には、名前の前に「=」のマークが付いたいくつかの音階が表示されます。こ

れらは、現在の音階に一致するが名称が異なる音階です。

このメニューから関連する音階を選択すると、問題となる旋法の主な構造だけが適用されます。音階には新し

い名前が付けられ、場合によって新しい主音が与えられます。問題となる音階を厳密に定義するはさらに微

調整を加える必要がある場合もあります。その場合、[音階]ドロップダウンメニューから[音階を開く]を選択し

ます。

現在の音階: サブメニューの中央の灰色表示部分には、クリックしたノートの名前が表示されます。こ

のノートを主音にすることができます。

メジャー/マイナー: 主音として選択されているノートを持つ長音階（メジャー）または短音階（マイナー）

を選択できます。Cメジャーを選択するには、ルーラーで[C]を選択し、サブメニューで[Cメジャー]を選

択します。

音階を開く...: Melodyneの音階ウィンドウが開きます。ウィンドウでは、さまざまな音階にアクセスできま

す。このウィンドウについて次のセクションで説明します。

分析済: Melodyneの素材分析により生じる次の2つのオプションにアクセスできます。最も近い長音階

または短音階と正確な微分音音階です。
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ノートに音階の変更を反映: 普通は、音階を変更するとピッチグリッドが調整されますが、ノート自体は

先にノートをダブルクリックしておかない限り変更されません。このオプションがオンの場合、ノートがグ

リッドにスナップします。音階を変更するとノートが自動的に調整されるようにするには、[調律]または

[調律と旋法]を選択します。こうすると、変更がすぐに反映され、再生時に聞こえます。

音階を再生: 現在の音階を再生します。この機能が有効な場合、音階ルーラーの上にスピーカーアイ

コンが表示されます。このアイコンをクリックすると、メニューを開くことなくこの機能を無効にできま

す。

ヒント：転送/ロード前に調を初期化： モノフォニックまたはポリフォニックなオーディオ素材では、Melodyneは

調も検出します。しかし、短いメロディフレーズの場合、正しい検出を行うために必要な音符が足りず、検出さ

れる調が実際の調とは異なる場合があります。これを防ぐには、オーディオファイルを転送またはロードする_

前_に、Melodyneプラグインの空のインスタンスまたは（スタンドアロンでご使用の場合）空のドキュメントに音

階ルーラーを使用して調を設定します。これを行うには、音階ルーラー内で希望の主音をクリックし、コンテキ

ストメニューから希望の音階を選択します。これで、Melodyneはこれ以降の分析結果に関係なく、この初期化

された値を維持します。

音階ウィンドウ

Melodyneの音階ウィンドウでは幅広い音階を選択、試聴、使用できます。このウィンドウを開くには、音階ルー

ラーのコンテキストメニューから[音階を開く]を選択します。

選択した音階は、Melodyneプラグインのすべてのインスタンスにのみ適用されます。
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音階ウィンドウを開くには、音階ルーラーのコンテキストメニューから[音階を開く]を選択します。

左側の枠からカテゴリを選択し、右の枠から音階を選択します。各エントリの右にあるスピーカーの形をしたア

イコンをクリックすると、選択されている音階を試聴することができます。

[ノートに音階の変更を反映]オプションがオンの場合、再生中、選択した音階がオーディオ素材に適用された

際の効果をすぐに聞くことができます。このウィンドウでは、異なる音階をすばやく簡単に試聴することができ

ます。変更を適用させるには、[OK]をクリックしてウィンドウを閉じます。適用しない場合は[キャンセル]をク

リックします。

ウィンドウの下側の枠では、現在の音階のパラメータと、音階ウィンドウで選択されている音階のパラメータの

いずれかを選択することができます。

旋法と調律: 現在の音階のパラメータ（左）または音階ウィンドウで現在選択されている音階のパラメー

タ（右）のいずれかを適用させることができます。

主音: 選択されている主音またはプリセットの主音のいずれかを選択することができます。

ピッチ: 現在の調律、プリセットのピッチ、または一般的な調律のいずれかを選択することができます。

ストレッチ: 音階にストレッチチューニングを適用するかどうかを選択することができます。
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外部音階フォルダ...: このボタンでは、Scalaフォーマット（拡張子が「.scl」のファイル）の音階の定義を

含むフォルダを開くことができます。このフォルダは音階ウィンドウには追加カテゴリとして表示されま

す。

インターネットでは、 http://www.huygens-fokker.org/microtonality/scales.html で4,000を超えるScalaファイ

ルのコレクションを入手できます。ハードディスクにコピーし、Melodyne editorを使用して試聴することができま

す。

このボタンで、Melodyne studioで作成された音階定義（拡張子が「.mts」のファイル）をロードすることもできま

す。
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ノートを選択する

このツアーでは、Melodyneでのノートの選択方法について説明します。

一般的な選択方法

ノートを選択するには、ノートエディターのノートをクリックします。 選択されたノートは、濃い色で表示されま

す。

選択範囲にノートを追加するには、Command+クリックします。

選択範囲からノートを取り除くには、ノートをCommand+クリックします。

投げ縄選択で複数のblobを選択することもできます。背景をクリックしてから、ポインタをドラッグして範囲を選

択します。このような選択方法は、「ラバーバンド選択」とも呼ばれます。Commandキーを押したまま操作する

と、既存の選択対象にラバーバンド選択を追加できます。Command+クリックで、個別のノートを選択対象に追

加（または選択対象から削除）することもできます。

パッセージ（一連のノート）を選択するには、パッセージの最初のノートをクリックしてから最後のノートをShift+

クリック（またはその逆）します。

スネーク選択

Shiftキーを押したままノートをクリックし、そのまま次のノートへとドラッグすると、Melodyneのスネーク選択

モードがオンになります。  ノートを次々に選択していき、選択範囲にノートを追加することができます。
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マウスを逆方向に動かすと、前に選択されたノートが選択範囲から取り除かれます。

ピッチルーラーを使って選択する

音名に従ってノートを選択するには、ピッチルーラーの音名を選択します。

サイクルモードがオンの場合、サイクルゾーン内のノートのみ選択されます。

ピッチルーラーの他の音名をCommand+クリックし、選択範囲に追加したり削除したりすることができます。

ピッチルーラーの音名をダブルクリックすると、クリックした音名のノートだけでなく、同じ音名のノートをすべて

のオクターブにわたって選択することができます。
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一定範囲のノートを選択するには、ピッチルーラー内をクリック&ドラッグします。

Commandキーを押したままピッチルーラーを選択すると、一定範囲のノートまたはある音名のノートを選択範

囲から取り除くことができます。ここでも、サイクルモードがオンの場合、サイクルゾーン内のノートのみ選択さ

れます。

メニューのコマンドを使って選択する

[編集]メニューおよびノートエディターのコンテキストメニューでは、[すべてを選択]コマンドや、追加の選択コマ

ンドを含む[特別選択]サブメニューを選択できます。

[前の選択に戻す]コマンドでは、最後の選択動作を無効にし、前に有効だった選択範囲に戻すことができま

す。 これは、複雑な選択を行っている場合、誤って選択範囲が消えてしまった場合などに便利です。 [前の選

択に戻す]をクリックすると、消える前の状態に戻すことができます。

[ノート選択を反転]コマンドでは、選択されているすべてのノートの選択を解除し、選択されていないノートすべ

てを選択します。 以降のコマンドも、コマンド名からその動作を簡単に推測できます。それぞれ、そのノート以

降にあるノート、同じ音名のノート、すべてのオクターブにわたる同じ音名のノートを選択できます。 [すべての

オクターブにわたって上下5度を選択]コマンドを選択すると、選択されているノートの上下5度のノートがすべて

のオクターブにわたって選択されます。 このメニューに含まれるすべての[選択]コマンドは、サイクルモードが

オンの場合、サイクルゾーン内のノートにのみ影響します。

また、[全小節で同じ拍を選択]や[ロケーター間のノートを選択]も選択できます。
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ピッチ修正マクロ

ピッチ修正マクロは、イントネーションを補正し、ピッチの過度の揺れを抑制するのに使用します。

マクロを開いて使用する

編集したいノートを選択します。ノートを1つも選択しない場合、デフォルトではマクロ編集がすべてのノートに適

用されます。

マクロを開くには、[編集] > [クオンタイゼーションマクロ] > [ピッチを補正]を選択するか、ノートエディターの一

番上のこのボタンをクリックします。

上のスライダーでは、選択されている1つまたは複数のノートのピッチセンターを、0%（影響なし）から100%（フ

ル）の範囲で動かすことができます。デフォルトではノートは最も近い半音に（またはその方向へと）移動します

が、（選択されている音階へ）[スナップ]のオプションをオンにすると、その音階とは異なるノートは無視され、

強度スライダーの設定に応じてノートが一定の間隔または最も近い音階内の度へと移動します。

ノートの音高にはわずかな揺れがあることがほとんどです。そのため、ノートの位置はMelodyneが計算した平

均音高に基づいています。この値は「ピッチセンター」と呼ばれ、ピッチ補正の基準となります。音高に揺れが

あるときは、100%の補正を適用しても、新しい音高でサウンドが「正しく」聞こえるとは限りません。「正確な音

高」とは絶対的なものではなく、音楽の内容に常に左右されるものだからです。

マクロは音楽的にインテリジェントに機能します。低めの値を設定すると、大きく外れた音だけに影響し、意図

されるピッチに近い音には影響しません。スライダーをさらに右に動かすと、意図されるピッチに近い音にも影

響を与えるようになり、100%になると選択されている音すべてのピッチが正確に合わせられます。

このマクロが自動的に調整するピッチセンターは、ピッチツールを使用した手動のピッチ修正を実行する際に

変更されるパラメーターと同じです。
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下のスライダーでは、ノートのピッチドリフトを段階的に削減することができます。 「ピッチドリフト」とは、演奏技

術が未熟な場合に生じる、音高のゆっくりとしたうねりのことをいいます。 ピッチモジュレーションやビブラート

などのよりスピードの速いピッチの揺れには適用されません。

ピッチ補正のパラメータは、どちらもオーディオの再生中にリアルタイムで変更することができます。 設定を変

更することで、どのように聞こえるのか、そして表示がどのように変わるのか（ノートエディターのblobがどのよ

うに移動するのか）確認してみましょう。

ピッチツールを使ってノートを微調整済みである場合、Melodyneはそれらのノートには変更を加えません。 デ

フォルトでは、ノートを1つも選択しないで[ピッチを補正]マクロを開き、パラメータの変更を行うと、変更内容が

その他のノートのみに適用されます。つまりデフォルトでは、手動で調整済みのノートには、マクロは適用され

ません。 手動で調整済みのノートにもマクロを適用させたい場合、[手動で編集したノートを含める]のチェック

ボックスを選択します。 微調整がなされておらず、このオプションが選択不可の場合は灰色表示されます。

再開時にマクロと補正値を閉じる

[OK]で変更内容を維持し、[キャンセル]で取り消します。 [ピッチを補正]マクロを使用したあとで、手動でノート

の微調整を行ってもかまいません。

マクロを使って編集したノートを選択し、再びマクロを開くと、前回適用された設定が表示されます。つまり、マ

クロは、各ノートに以前適用されたパラメータを記録しています。適用されたパラメータが異なっている複数の

ノートが現在の選択範囲に含まれている場合、パラメータを開くと、各パラメータの最小値および最大値が表

示されます。

[OK]で終了したあとも、[取り消す]機能を使ってマクロ編集を取り消すことができます。
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［タイムをクオンタイズ］マクロ

このツアーでは、[タイムをクオンタイズ]マクロを使ってすばやく簡単にノートのタイミングを修正する方法につ

いて説明します。

クオンタイズのタイミング: 何がどこに移動するのか

[タイムをクオンタイズ]マクロの操作を詳しく見ていく前に、いくつか基本的なことについて説明しましょう。

これらを分かりやすく説明するために、まずタイムツールを選択しましょう。有効な場合、ノート分割（垂直線で

示される）またはノートの音楽上の起点（三角形の付いた垂直線で示される）が各blobの先頭付近に表示され

ます。

ここで、[オプション]>[ノートエディター]サブメニューの[対象ノートを表示]オプションにチェックを入れます。この

オプションには、ノートエディターの右上隅の歯車アイコンからもアクセスできます。

各blobの背後に灰色の四角形が表示されました。

素材を初めて分析すると、Melodyneにより、タイミング補正処理に関連する2つのパラメータが各ノートに対し

て算出されます。

まずは、ノートの意図された音楽上の拍です。灰色の四角形がその拍を示しています。四角形の左端は、グ

リッドラインに合わせられています。
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次は、ノートの先頭または音楽上の起点が、それぞれノート分割または三角形の付いた垂直線で示されま

す。これは、必ずしもblobの左端と一致していません。たとえば金管楽器では、実際の音は、息を吹き込んだ

時の雑音の後に聞こえてきます。もちろん、この息もノートの一部ですが、タイミングの観点から見れば、本来

の音が発せられ、希望の音高に達した瞬間が重要になります。

この位置を見つけるのが簡単ではないこともあり、その場合ノートの先頭のみが示されます。（起点はノートア

サインメントモードで編集できます。）

[タイムをクオンタイズ]マクロでノートをクオンタイズすると、各ノートの音楽上の起点（見つかっている場合。見

つかっていない場合はノートの先頭）が、灰色の枠の左方向へと移動します。完全に左端まで移動するか、一

部だけ移動するかは、スライダーで調整します。

[タイムをクオンタイズ]マクロを開きパラメーターを設定する

編集したいノートを選択します。ノートを1つも選択しない場合、デフォルトではマクロ編集がすべてのノートに適

用されます。

[タイムをクオンタイズ]マクロを開くには、[編集] > [クオンタイゼーションマクロ] > [タイムをクオンタイズ]を選

択するか、ノートエディターのツールバー右の[タイムをクオンタイズ]ボタン（画像参照）をクリックします。

まず、タイミング補正の基準となるグルーヴの単位を選択します。

[なし]を選択すると、クオンタイズ位置が、上記の通り灰色の四角形の左端に設定されます。四角形の左端

は、拍を示すグリッドラインに合わせられます。Melodyneは、分析後ノートをこの拍に合わせて配置します。

（概して、システムはうまく機能します。しかし、Melodyneがノートをうまく検出することができず、クオンタイズ後

にノートを手動で前後の拍に動かさなくてはならない場合もあります。）つまり、[なし]を選択すると、[タイムをク

オンタイズ]マクロに、Melodyneによる素材の分析結果により配置された拍の上へ（または拍に近づくように）

ノートを動かすよう指示を出しているのと同じことになります。
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他のボタンで、クオンタイズの対象グリッドを選択できます。ノート値の隣の「T」は、対応する三連符を示してい

ます。たとえば、グルーヴ単位に[1/4]を選択すると、灰色の四角形が最も近い4分音符（クロチェット）へと移

動し、クオンタイズ位置がこの位置に設定されます。

タイムクオンタイズのマクロは、多くのMIDIシーケンサに一般的に搭載されているクオンタイゼーションとは異

なり、より音楽的に働きます。選択されているグリッドにすべてのノートをスナップさせるのではなく、選択され

ているノートのリズムの強調位置を編集するのです。たとえば、連続する16分音符がいくつか含まれるパッ

セージがあり、これを4分音符へクオンタイズすると、連続する16分音符の各先頭部分が最も近い4分音符へ

とスナップします。連続部分に含まれる16分音符自体のタイミングが変更されることはありません。修正したい

場合は、その後にタイムクオンタイズ動作を行うことで実行できます。この場合、16分音符をクオンタイズの単

位に選択します。

[強度]スライダーでは、クオンタイズによりクオンタイズ位置へとノートが動く際の距離をパーセンテージで設定

します。たとえば、スライダーを[0%]に設定するとノートは動かず、[50%]に設定すると半分の距離だけ動き、

[100％]に設定すると拍の上ちょうどに合わせられます。グルーヴ単位とクオンタイズの強度は、どちらもオー

ディオの再生中にリアルタイムで変更することができます。設定を変更することで、どのように聞こえるのか、

そして表示がどのように変わるのか（ノートエディターのblobがどのように移動するのか）確認してみましょう。

タイミングツールを使ってノートの位置を微調整済みである場合、Melodyneはそれらのノートには変更を加え

ません。 デフォルトでは、ノートを1つも選択しないで[タイムをクオンタイズ]マクロを開き、パラメータの変更を

行うと、変更内容がすべてのノートに適用されます。 手動で調整済みのノートにもマクロを適用させたい場

合、[手動で編集したノートを含める]のチェックボックスを選択します。 手動での微調整がなされておらず、こ

のオプションが選択不可の場合は灰色表示されます。

再開時にマクロと補正値を閉じる

[OK]で変更内容を維持し、[キャンセル]で取り消します。 [タイムをクオンタイズ]マクロを使用したあとで、手動

でノートを移動させてもかまいません。

マクロを使って編集したノートを選択し、再びマクロを開くと、前回適用された設定が表示されます。 つまり、マ

クロは、各ノートに以前適用されたパラメータを記録しています。 適用されたパラメータが異なっている複数の

ノートが現在の選択範囲に含まれている場合、各パラメータの平均値が表示されます。 
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[OK]で終了したあとも、[取り消す]機能を使ってマクロ編集を取り消すことができます。
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メインツール

Melodyneメインツールはコンテキストツールとなっており、blobのどこにポインタを合わせるかによって機能が

異なります。独自の機能はありませんが、ピッチ、タイミング、ノート分割の編集に対して機能がより特定され

ている他のツールの機能をさまざまな方法で使用することができ、操作ごとにツールを変更することなく基本

的な編集操作を行うことができます。

ノートのピッチとタイミングを変更する

ノートエディターのツールボックスまたはコンテキストメニューから、またはコンピューターキーボードのF2キー

を押してメインツール（矢印）を選択します。 （このツールに別のショートカットを割り当てたい場合、メインメ

ニューの［Melodyne］>［環境設定］>［ショートカット］>［編集ツール］を選択して行えます。）

メインツールでblobの中央をクリックし、マウスボタンを押したまま上下にドラッグすると音高を、左右にドラッグ

すると時間軸上の位置を変更することができます。 最初にどちらの方向に動かすか（垂直方向または水平方

向）によって、音高またはタイミングのどちらが変更されるかが決まります。 マウスボタンをリリースすると、

ノートがその位置へ移動します。 Altキーを押したまま操作すると、ピッチグリッドやタイムグリッドを無視して自

由にノートを配置することができます。

ノートを上下にドラッグすると、ノートをクリックした位置のサウンドが連続再生されます。この際、マウスを左右

に動かすと、ノートの他の部分にフォーカスを移すことができます。この方法でピッチ変更をモニターしたくない

場合、[オプション]>[ノートエディター]サブメニューの[blob編集時にモニター]オプションのチェックマークを外し

ます。このオプションには、ノートエディターの右上隅の歯車アイコンからもアクセスできます。

ノートの長さを変更する

[ノートエディタオプションを開く]メニューを選択し、[blob情報を表示]を選択します。blobの形がはっきり確認で

きるようになるまで、編集エリアを拡大表示します。マウスポインタをblobに合わせると、blob内に細い線が表

示されます。この線は、メインツールをどの位置に置くとどの機能を操作できるようになるかを示しています。
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図では、見やすくなるようこの線を実際より太く表示しています。blobの中央で使用できる機能については先に

説明しました。blobの先頭、末尾、上半分でも、それぞれ使用できる機能が異なっています。マウスポインタを

それぞれの領域に置くと、マウスポインタの形がその機能に合わせて変化します。

ノートの先頭部分を左右にドラッグしてみましょう。 Altキーを押したまま操作すると、現在のタイムグリッドが無

視されます。 このとき、変化するのはノートの先頭部分だけではありません。 ノートの末尾部分が固定されて

いるため、移動に合わせてノート全体が伸縮します。

同じように、blobの一番右の部分（ノートの末尾部分）を動かすこともできます。

ノートの先頭または末尾部分をこの方法で動かすと、このノートに隣り合う前後のノートも同じ分だけ伸縮しま

す。こうして、これら2つのノートが重なり合ったり、2つのノートの間に空白部分（無音部分）が生じたりするの

を防ぎます。これは、隣り合う2つのノートの間にピッチトランジションが検出されている場合に起こります。隣り

合うノートも動かされるので、ノートの連続性が分断されることなく、フレーズが維持されます。

この動作が希望でない場合、分割タイプツールを使用して「ソフト」なノート分割を「ハード」な分割に変更できま

す。2つのノートの間に分割線の代わりに括弧が表示され、ノートがつながっていないことが示されます。分割

タイプツールは、ツールバーのノート分割ツールの下にあります。
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ノート分割を編集する

マウスポインタをノートの上半分（水平線より上）に合わせると、メインツールがノート分割ツールに変化しま

す。 ダブルクリックすると、ノート分割が挿入され、ノートが2つに分けられます。

分割すると、分割されたそれぞれのノートの音高が変化することがあります。これは、分割後にノートのピッチ

センターが再計算され、結果として、分割されたノートそれぞれのピッチセンターが1つのノートだったときの

ピッチセンターと異なることがあるためです。このような場合、新たに計算されたピッチセンターに従って、それ

ぞれのノートが新しい音高位置に移動します。

ノート分割ツールでノート分割を水平方向にドラッグすると、既存のノート分割を動かすことができます。まず、

[オプション] > [ノートエディタオプション]を選択し、[ノート分割を表示]を選択します。

ノート分割をダブルクリックすると、ノート分割を削除することができます。

複数のノートを選択してノート分割を移動させると、他の選択されたノートのノート分割も移動します。 ノート分

割のいずれかをダブルクリックして削除すると、他の選択されているノートも削除されます。

重なりあう複数のノートが選択されている場合、それらの全ての同じ場所にノート分割を同時に挿入したり、移

動または削除することができます。
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ピッチツール

ピッチツールでは各ノートのピッチセンターを編集できます。ピッチセンターは、Melodyneのメインツールを使

用しても編集できます。

ピッチセンターをシフトさせる

ノートエディターのツールボックスまたはコンテキストメニューから、またはコンピューターキーボードのF2キー

を押してピッチツールを選択します。（このツールに別のショートカットを割り当てたい場合、メインメニューの

［Melodyne］>［環境設定］>［ショートカット］>［編集ツール］を選択して行えます。）

ピッチツールは、3つのピッチ編集ツールの一番上にあります。これで各ノートのピッチセンター（重心）が決ま

ります。Melodyneでは、ノートのピッチセンターを、ノートのピッチモジュレーションやドリフトから独立して編集

できます。F2キーをすばやく2回または3回連続して押すと、ピッチツールの1番目または2番目のサブツールを

選択できます。［環境設定］ダイアログでは、希望に応じて、3つ全てのツールに対して別のキーボードショート

カットを定義することもできます。

ノートのピッチを変更するには、ピッチツールでノートを上下にドラッグします。ノートが複数選択されている場

合、選択されているすべてのノートをまとめて上下に移動することができます。

どのオプションが選択されているかによって、ノートの移動動作が変化します。[スナップなし]だとスナップされ

ず、[半音スナップ]または[音階スナップ]だとそれぞれ半音または選択した音階の音名にスナップされます。

Altキーを押したまま操作すると、選択されているグリッドが無視されます。 こうすることで、ノートを自由に移動

させることができます。
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ピッチシフトをモニターする

ノートを別の音高に動かすと、ノートをクリックした位置のサウンドが新しい音高で再生されます。この際、マウ

スを左右に動かすと、ノートの他の部分にフォーカスを移すことができます。この方法でピッチ変更をモニター

したくない場合、[オプション]>[ノートエディター]サブメニューの[blob編集時にモニター]オプションのチェック

マークを外します。このオプションには、ノートエディターの右上隅の歯車アイコンからもアクセスできます。

あるノートを移動させる際、操作しているノートだけでなく、このノートが関連するサウンド（和音など）も聞こえ

ると便利です。これを行うには、ノートを動かし始めてからCommandキーを押し、そのまま押し続けます。これ

で、その位置にある和音内のノートすべてが鳴り続けます。

インスペクタでピッチを編集する

ピッチツールを使って行うほかにも、ノートを選択してからツールバー近くのインスペクタまたはノートインスペ

クタにセント単位で差異を入力して編集することもできます。ノートインスペクタでは、選択されている1つまた

は複数のノートの周波数をヘルツ単位で指定することもできます。どちらの場合も、関連するボックスをクリッ

クして矢印を上下にドラッグすることで現在の値を増減できます。

ピッチフィールドに入力する場合、絶対値（C3、D4など）または相対値（+2、-1など）のいずれかを入力すること

ができます。

さまざまな音高の複数のノートを選択した場合、3本のハイフンがボックス内に表示されます。ボックス内をド

ラッグすると、相対的な変化値が表示されます。

ダブルクリックでピッチを補正する

ノートエディターのノート表示を見て、水平ストライプの中心にノートがない場合、ノートが少しシャープまたはフ

ラットぎみになっていることを示しています。 ピッチツールでこのようなノートをダブルクリックすると、クリックさ

れたノートがグリッドにスナップし、最も音高が近い水平ストライプ（半音）のちょうど中央に配置されます。

ノートの音高にはわずかな揺れがあることがほとんどです。そのため、ノートの位置はMelodyne editorが計算

した平均音高に基づいています。 この値をMelodyneでは「ピッチセンター」と呼んでいます。この値はピッチク
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オンタイズの基準となります。 音高に揺れがあるときは、クオンタイズを実行し最も近い半音にスナップして

も、新しい音高でサウンドが「正しく」聞こえるとは限りません。「正確な音高」とは絶対的なものではなく、音楽

の内容に常に左右されるものだからです。

ピッチトランジション

あるノートが別のノートと関連しており、その関連性が検出されている場合、この2つのノートの内部にはピッチ

カーブが表示され、2つのノートの間にはピッチの推移（トランジション）を示す太いオレンジ色のラインが表示

されます。

ピッチツールをこのうちのいずれかのノートの先頭部分に合わせて垂直方向にドラッグすると、ピッチトランジ

ションの度合いを変化させることができます。

ピッチのトランジションは、連続するノート間にソフトなノート分割がある場合にのみ存在します。分割タイプ

ツール（ノート分割ツールのサブツール）でソフトな分割をクリックすると、ハードな分割に変化し、2つのノート

間の関連性がすべて分断されます。

特定の編集をリセットしランダムなずれを追加する

[編集]>[特定の編集をリセット]>[ピッチ]メニューでは、さまざまな種類のピッチ編集を元に戻すコマンドを選択

することができます。コマンドを選択すると、選択されているノートの特定の編集を元の状態に戻すことができ

ます。これらのコマンドは、選択されているノートに適用されている編集の種類がコマンドの対象に該当しない

編集である場合、灰色表示されます。また、これらのコマンドは通常の[取り消す]コマンドとは無関係に動作し

ます。

[編集]>[ランダムなずれを加える]では、現在選択されているノートのピッチをランダムに変更し、元のイント

ネーションに対して小程度、中程度、高程度のずれを加えることができます。コマンドを繰り返して複数回使用

し、エフェクトの効果を強調することもできます。これらのコマンドは、たとえばトラックを重ねてより「厚みのあ
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る」サウンドを作成する場合に便利です。ランダムなずれを追加し、コピーとオリジナルを異なったものにする

ことで、2名の奏者がユニゾンで演奏または歌っている様子をよりリアルにシミュレートすることができます。こ

れらのコマンドは、選択されているノートにのみ影響するため、選択されているノートがない場合は灰色表示に

なります。
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ピッチモジュレーションとピッチドリフト

「ピッチモジュレーション」とは、トリルやビブラートなど、効果を意図して演奏された急な音高の揺れのことをい

います。「ピッチドリフト」とは、演奏技術が未熟な場合に生じがちな、意図せず起こる音高のゆっくりとしたうね

りのことをいいます。これらのパラメーターを編集するためのツールは、ツールバーのピッチツールの下にあり

ます。

ピッチモジュレーションとピッチドリフトを編集する

ノートエディターのツールボックスまたはコンテキストメニューから、またはコンピューターキーボードのF2キー

を押してピッチモジュレーションツールまたはピッチドリフトツールを選択します。

ピッチツールの1番目のサブツールがピッチモジュレーションツール、2番目のサブツールのがピッチドリフト

ツールです。それぞれを選択するには、F2キーをすばやく2回（ピッチモジュレーション）または3回（ピッチドリフ

ト）連続して押します。（このツールに別のショートカットを割り当てたい場合、メインメニューの［Melodyne］>［環

境設定］>［ショートカット］>［編集ツール］を選択して行えます。）ここでは、希望に応じて、3つ全てのツールに

対して別のキーボードショートカットを定義することもできます。

ツールを選択したら、ノートをクリックし、マウスボタンを押したまま上下にドラッグします。 複数のノートを選択

して編集することもできます。その場合、選択されているノートすべてが同時に編集されます。 ピッチカーブが

どのように変化するのかを確認しましょう。

下方向にドラッグすると、モジュレーションまたはドリフトがゼロに到達し、その後反転します。
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ピッチモジュレーションツールまたはピッチドリフトツールでノートをダブルクリックすると、モジュレーション/ドリ

フトあり（変更前）とモジュレーション/ドリフトなし（変更後）の間で切り替わります。 ダブルクリックを繰り返すこ

とで、ありなしを切り替えることができます。 モジュレーションとドリフトの両方を取り除くと、フラットでモノトーン

なボコーダサウンドが得られます。

ピッチモジュレーションとピッチドリフト用のインスペクタ

上記のツールを使って選択されているノートを編集するほかにも、ツールバー近くのインスペクタまたはノート

インスペクタに値を入力して編集することもできます。既存の値をドラッグするか、インスペクタをダブルクリッ

クしてから希望の値をタイプ入力します。

ピッチモジュレーションツールまたはピッチドリフトツールが選択されている場合、インスペクタに各ツールの値

がパーセンテージ単位で表示されます。100%の場合は元のモジュレーションまたはドリフト、0%の場合はピッチ

カーブが平坦になった状態、-100%の場合はピッチカーブが反転した状態を示しています。さまざまな値の複

数のノートを選択した場合、ダッシュがボックス内に表示されます。ボックス内をドラッグすると、相対的な変化

値が表示されます。

[リセット]コマンド

[編集]>[個別の編集をリセット]>[ピッチ]メニューでは、さまざまな種類のピッチ編集を元に戻すコマンドを選択

することができます。コマンドを選択すると、選択されているノートの特定の編集を元の状態に戻すことができ

ます。これらのコマンドは、選択されているノートに適用されている編集の種類がコマンドの対象に該当しない

編集である場合、灰色表示されます。これらのコマンドは通常の[取り消す]コマンドとは無関係に動作します。
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フォルマントツール

フォルマントとは、あるサウンドの周波数スペクトルのうち、基音の音高に関係なく常に同じ周波数帯に現れる

ピークのことをいいます。フォルマントによって、それぞれのサウンドの音色は特徴付けられています。フォル

マントをシフトさせる（ずらす）ことにより、男性の声を女性の声に変化させるなどの面白い効果を得ることがで

きます。

フォルマントをシフトさせる

ノートエディターのツールボックスまたはコンテキストメニューから、またはコンピューターキーボードのF3キー

を押してフォルマントツールを選択します。（このツールに別のショートカットを割り当てたい場合、メインメ

ニューの［Melodyne］>［環境設定］>［ショートカット］>［編集ツール］を選択して行えます。）blob上に、フォルマ

ントが元のピッチからトランスポーズされる範囲を示す線が表示されます。

ツールを選択したら、ノートをクリックし、マウスボタンを押したまま上下にドラッグします。動作に合わせて、

フォルマントが上下にトランスポーズします。度と方向は対応する線の上下の移動により示されます。

線はセント（100セント=1半音）間隔で示され、その単位でフォルマントが上下にトランスポーズされます。数セ

ントだけシフトして微妙なニュアンスを与えたり、数千セントもシフトさせてサウンドを大きく変性させることがで
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きます。ノートのフォルマント（および、その他に選択しているノートがある場合はそれらのフォルマント）を元の

ピッチにリセットするには、フォルマントツールでノートをダブルクリックします。

フォルマントのインスペクタ

上記のツールを使って行うほかにも、ノートを選択してからツールバーまたはノートインスペクタに値を入力し

て編集することもできます。既存の値をドラッグするか、インスペクタをダブルクリックしてから希望の値をタイ

プ入力します。

さまざまな値でフォルマントシフトされている複数のノートを選択した場合、ダッシュがボックス内に表示されま

す。ボックス内をドラッグすると、相対的な変化値が表示されます。

フォルマントトランジション

隣り合うノートのいずれかのノートのフォルマントをシフトすると、ノートのフォルマントビームの間に太いオレン

ジ色のラインが表示されます。 このラインは、2つのノート間のフォルマントの推移を示しています。

1つ目のノートの終端にフォルマントツールを移動すると、フォルマントトランジションツールが表示されます。 

このツールを垂直方向にドラッグし、フォルマントの推移のスピードをコントロールすることができます。スピー

ドは、ノート間を結ぶラインの角度が急であるほど速くなります。

フォルマントのトランジションは、連続するノート間にソフトな分割がある場合にのみ存在します。ノート分割タイ

プツール（ノート分割ツールのサブツール）をダブルクリックしてハードなノート分割に変化させると、ノート間の

関連性はすべて分断され、ノート間のフォルマントのトランジションは無効になります。
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[リセット]コマンド

[編集]>[個別の編集をリセット]>[フォルマント]メニューでは、フォルマントトランジションやフォルマントシフトの

編集を元に戻すコマンドを選択することができます。コマンドを選択すると、選択されているノートの特定の編

集を元の状態に戻すことができます。これらのコマンドは、選択されているノートに適用されている編集の種類

がコマンドの対象に該当しない編集である場合、灰色表示されます。これらのコマンドは通常の[取り消す]コマ

ンドとは無関係に動作します。
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音量ツール

音量ツールでは、選択されているノートの音量を調整し、ノート間の音量トランジションをを編集し、ノートを

ミュートできます。

音量を編集する

ノートエディターのツールボックスまたはコンテキストメニューから、またはコンピューターキーボードのF4キー

を押して音量ツールを選択します。（このツールに別のショートカットを割り当てたい場合、メインメニューの

［Melodyne］>［環境設定］>［ショートカット］>［編集ツール］を選択して行えます。）

ツールを選択したら、ノート（または複数選択されているノートのいずれか）をクリックして上下にドラッグしま

す。Blobが太くなるとノートの音量が大きくなり、細くなると音量が小さくなります。

音量調整の度合いは、垂直方向のズームレベルにより異なります。 Altキーを押したまま操作すると、微調整

が行えます。

インスペクタを使用して音量を編集する

音量ツールを使って行うほかにも、ノートを選択してからツールバー右のインスペクタまたはノートインスペクタ

に値を入力して編集することもできます。既存の値をドラッグするか、インスペクタをダブルクリックしてから希

望の値をタイプ入力します。Altキーを押したまま操作すると、微調整が行えます。

さまざまな音量の複数のノートを選択した場合、ダッシュがボックス内に表示されます。ボックス内をドラッグす

ると、相対的な変化値が表示されます。
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音量トランジション

つながっているノートのいずれかのノートの音量を変更すると、ノートとノートの間に太いオレンジ色のラインが

表示されます。 このラインは、2つのノート間の音量の推移を示しています。 1つ目のノートの終端に音量ツー

ルを移動すると、音量トランジションツールが表示されます。 このツールを垂直方向にドラッグし、音量の推移

のスピードをコントロールすることができます。スピードは、ノート間を結ぶラインの角度が急であるほど速くな

ります。

音量のトランジションは、連続するノート間にソフトな分割がある場合にのみ存在します。分割タイプツール

（ツールバーのノート分割ツールの下にあります）で分割をダブルクリックすると、ソフトなノート分割がハードな

分割に変化し、2つのノート間のつながりがとぎれ、音量のトランジションが無効になります。

ノートをミュートする

1つまたは複数の選択されているノートを音量ツールでダブルクリックすると、ノートがミュートされます。ミュー

トされたノートは、blobのアウトラインだけが表示されます。ミュート中も、これらのノートを選択して編集するこ

とができます。もう一度ダブルクリックすると、ノートのミュートが解除されます。

ノートインスペクターには、「ノートオフ」と記されたこの機能に対するボタンがあります。このボタンを1回クリッ

クすると選択されているノートがミュートします。もう1回クリックするとミュートが解除されます。

[リセット]コマンド

[編集]>[個別の編集をリセット]>[音量]メニューでは、さまざまな種類の音量編集を元に戻すコマンドを選択す

ることができます。コマンドを選択すると、選択されているノートの編集を元の状態に戻すことができます。

[ミュートを解除]を選択すると、ミュートが解除されます。これらのコマンドは、選択されているノートに適用され

ている編集の種類がコマンドの対象に該当しない編集である場合、灰色表示されます。これらのコマンドは通

常の[取り消す]コマンドとは無関係に動作します。
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タイムツール

タイムツールでは、クオンタイズの有無にかかわらずノートの水平位置と長さを編集できます。

ノートの位置と長さを変更する

ノートエディターのツールボックスまたはコンテキストメニューから、またはコンピューターキーボードのF5キー

を押してタイムツールを選択します。F5キーをすばやく2回または3回連続して押すと、タイムツールの1番目ま

たは2番目のサブツールを選択できます。（このツールに別のショートカットを割り当てたい場合、メインメ

ニューの［Melodyne］>［環境設定］>［ショートカット］>［編集ツール］を選択して行えます。）ここでは、希望に応

じて、3つ全てのツールに対して別のキーボードショートカットを定義することもできます。

ノート（または選択されている複数のノートのいずれか）の中央をクリックし、左右にドラッグしてノート全体（ま

たは複数のノートをまとめて）を水平に移動します。 Altキーを押したまま操作すると、タイムグリッドが一時的

に無視され、位置を微調整することができます。

ノートの先端部分だけを動かすには、先端部分をクリックしてからドラッグします。ドラッグする方向によって、

ノートはタイムストレッチ（伸び）またはタイムコンプレッションされ（縮み）ます。Altキーを押したまま操作する

と、編集中、タイムグリッドが無視されます。伸縮の動作は、1つのノートが選択されていればそのノートに、複

数のノートが選択されていれば複数のノートに適用されます。
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同じように、1つまたは複数のblobの一番右の部分（ノートの末尾部分）だけを動かして、対応する1つまたは複

数のノートを伸縮できます。

連続するノートのタイミング変更

ノートの先頭または末尾部分をこの方法で動かすと、このノートに隣り合う前後のノートも同じ分だけ伸縮しま

す。こうして、これら2つのノートが重なり合ったり、2つのノートの間に空白部分（無音部分）が生じたりするの

を防ぎます。あるノートが別のノートのすぐ後に連続しており、これらのノートの間の分割がソフトな分割である

場合、これは常に当てはまります。隣り合うノートも動かされるので、ノートの連続性が分断されることなく、フ

レーズの音楽性が維持されます。

必要に応じて、ソフトなノート分割をハードな分割へと変更し、連続するノート間の関連性を無効にすることが

できます。これは、分割タイプツール（ノート分割ツールのサブツール）で分割をクリックすることで行います。

2つのノート間のすべてのつながりは、いずれかのノートをカットして、別のロケーションにペーストすることで、

強制的に分断されます。

どちらの場合も、2つのノート間のノート分割線は四角形の括弧に代わり、2つのノート間のつながりがなくなっ

たことを示します。

タイムツールを使用して2つのノートのいずれかをもう一方から十分な距離まで離すと、2つのノート間のリンク

も「スナップ」します。この場合、位置を元に戻すと、もう一方のノートの位置が変わっておらず、ツールが変更

されていなければ、オリジナルのリンクが復元されます。

ダブルクリックでタイミングを修正する

タイムツールを使用してノート（または選択されている複数のノートのいずれか）をダブルクリックすると、選択

されているグリッド（たとえば、2つ目のルーラーの分割線のいずれか、または8分音符の先頭を示す垂直の線

のいずれか）にスナップします。結果として、ノートの音楽上の先頭が最も近いグリッドラインの一番上に合わ

せられます。
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ノートの音楽上の開始位置は、一番上の垂直線のアンカーで示されます。アンカーはblobの先頭付近にありま

すが、左端（ノートの「物理上の先頭」）にあるとは限りません。クオンタイズの観点から見れば、本来の音が発

せられ、希望の音高に達した瞬間が重要になりますので、この位置にノートの音楽上の起点が定義されま

す。ただし、すべてノートに音楽上の起点があるわけではありません。ない場合、ノートの物理上の先頭がクオ

ンタイズの基礎として使用されます。（ノートの音楽上の起点はノートアサインメントモードで編集できます。）

グリッドが有効でない場合、グリッドの「意図した」拍（拍を囲む灰色の枠の左辺）にクオンタイズされます。

Melodyneの分析に従うと、この拍に合わせられます。

注: 複数の小節全体にクオンタイズすることはできません。小節の一部にクオンタイズすることしかできませ

ん。

ランダムなずれを加える

[編集]>[ランダムなずれを加える]では、現在選択されているノートのタイミングをランダムに変更し、元のタイ

ミングに対して小程度、中程度、高程度のずれを加えることができます。 コマンドを繰り返して複数回使用し、

エフェクトの効果を強調することもできます。 これらのコマンドは、たとえばトラックを重ねてより「厚みのある」

サウンドを作成する場合に便利です。 ランダムなずれを追加し、コピーとオリジナルを異なったものにすること

で、2名の奏者がユニゾンで演奏または歌っている様子をよりリアルにシミュレートすることができます。 これ

らのコマンドは、選択されているノートにのみ影響するため、選択されているノートがない場合は灰色表示にな

ります。
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[リセット]コマンド

[編集]>[個別の編集をリセット]>[タイム]サブメニューには、タイミングに実行された編集を元に戻すのに使用

できるさまざまなコマンドがあります。これらのコマンドは、選択されているノートに実行されている編集の種類

がコマンドの対象に該当しない編集である場合、現在の選択対象に適用され、灰色表示されます。また、これ

らのリセットコマンドは通常の[取り消す]コマンドから独立して動作します。
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タイムハンドルとアタックスピード

タイムハンドルツールとアタックスピードツールは、ツールバーのタイムツールの下にあります。これらのツー

ルでは、ノート内部の時間経過とエンベロープの調整が行えます。

タイムハンドルツールとアタックスピードツールの操作

タイムハンドルとは、ノート内部の時間的変化の各段階を操作するハンドルです。左右にドラッグして、各段階

の開始と終了位置を変更することができます。 この操作により、ノートの時間的変化における特定の段階を

早めたり遅めたりし、フレージングを微調整することができます。

アタックスピードツールも、ノートの時間的変化のスピードを操作するツールです。 ノートの立ち上がり部分の

長さを伸縮し、その後の変化の開始位置を変更することができます。

アタックを緩やかかつソフトにしたり、急かつハードにすることができます。 この操作を行っても、ノートの音楽

上の開始位置は変わりません。

タイムハンドルを使ってノートの時間的変化を変更する

タイムハンドルツールは、タイムツールの1番目のサブツールです。選択するには、F5キーをすばやく2回連続

して押します。（このツールに別のショートカットを割り当てたい場合、メインメニューの［Melodyne］>［環境設

定］>［ショートカット］>［編集ツール］を選択して行えます。）ここでは、希望に応じて、3つ全てのタイムツールに

対して別のキーボードショートカットを定義することもできます。

編集したいノートを拡大表示し、編集部分とタイムハンドルの位置がはっきり分かるようにします。 ここで、ノー

トの時間的変化の各段階のうち、変更したいポイントをダブルクリックします。 ツールを上下にドラッグすると、

タイムハンドルが表示され、前後に移動します。 ノートの全体的な長さは変更されませんので、ハンドルを大

きく動かして、ノートの時間的変化の各段階の長さを伸縮することができます。
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1つのノートに複数のタイムハンドルを使用することができます。それぞれのハンドルを動かし、ノートの時間的

変化を微調整することができます。 1つのノートに取り付けることのできるタイムハンドルの数に制限はありま

せん。 しかし、ハンドルとハンドルの間隔はMelodyneにより自動的に制限されます。 取り付けたい部分にハ

ンドルが表示されない場合、少し離して取り付けてみてください。

複数選択のテクニックを使って、複数のタイムハンドルを選択し、それらを同時に動かすこともできます。

1つのタイムハンドルまたは選択されている複数のタイムハンドルをダブルクリックすると、タイムハンドルが削

除され、変更が加えられていたノートの時間的変化の段階が元の状態に戻ります。

メインメニューから[特定の編集をリセット] > [タイム] > [タイムハンドルを削除]を選択すると、選択されている

すべてのノートのタイムハンドルを削除することができます。

ノートのアタックスピードを変更する

アタックスピードツールは、タイムツールのサブツールです。選択するには、F5キーをすばやく3回連続して押し

ます。［環境設定］ダイアログでは、希望に応じて、このツールに対して別のキーボードショートカットを定義す

ることもできます。

アルゴリズムに［ユニバーサル］が選択されている場合、このツールに機能はありません。そのため、対応す

るblobにハンドルが表示されず、ノートインスペクター内の［アタックスピード］フィールドが灰色で表示されま

す。
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アタックスピードツールを選択すると、各ノートの先頭に白い点が表示されます。ここで、ツールをノート（点上

でなくてもかまいません）へと動かし垂直方向にドラッグすると、この点が上下に移動します。

上に動かすと、ノートのアタック（立ち上がり）段階の長さが圧縮されスピードが上がり、ノートの他の部分のス

ピードが下がります。つまり、アタックがハードになり、最大音量へすばやく到達します。

下に動かすと、逆の結果となります。ノートの立ち上がり部分が伸び、ゆっくりと再生されますが、ノートの他の

部分のスピードが上がります。つまり、アタックがソフトになります。アタックスピードを変更しても、オレンジ色

のアンカーで表示されるノートの音楽上の開始位置は変わりませんのでご注意ください。ノートの「知覚的な」

開始位置は、アタックスピードとは関係がありません。また、ノートの終了位置も影響を受けません。

ノートのアタックスピードをノートごとに変更し、アクセントを加えることができます。また、複数のノートのアタッ

クスピードを同時に変更し、フレーズ全体の音色を変化させることもできます。

アタックスピードツールで1つのノートまたは選択されている複数のノートをダブルクリックすると、対応するパラ

メータが元の状態に戻ります。メインメニューから[特定の編集をリセット] > [タイム] > [アタックスピードをリ

セット]を選択してもかまいません。

タイムハンドルをアタックスピードツールと組み合わせる

タイムハンドルとアタックスピードツールは、組み合わせて使用することができます。 この場合、アタックスピー

ドを変更すると、タイムハンドルが移動し、一種のタイミングマスターとして機能します。 つまり、アタックスピー

ドツールを使えば、全体的なタイミングを調整する（ノートの開始位置を調整する）前に、ノート自体の時間的

変化を変更し、フレージングを向上させることができます。
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ノート分割ツール

ノート分割ツールでは、ノートをカットしたり、ノート分割を削除および移動したりできます。分割タイプツールで

は、ハード分割とソフト分割の間で切り替えることができます。

ノート分割を挿入・移動・削除する

ノートエディターのツールボックスまたはコンテキストメニューから、またはコンピューターキーボードのF6キー

を押してノート分割ツールを選択します。（このツールに別のショートカットを割り当てたい場合、メインメニュー

の［Melodyne］>［環境設定］>［ショートカット］>［編集ツール］を選択して行えます。）

ノート分割ツールでノート内をダブルクリックすると、ノート分割が挿入され、ノートが2つに分けられます。

分割すると、分割されたそれぞれのノートの音高が変化することがあります。 これは、分割後にノートのピッチ

センターが再計算され、結果として、分割されたノートそれぞれのピッチセンターが1つのノートだったときの

ピッチセンターと異なることがあるためです。 このような場合、新たに計算されたピッチセンターに従って、そ

れぞれのノートが新しい音高位置に移動します。

ノート分割ツールでノート分割を水平方向にドラッグすると、既存のノート分割を動かすことができます。

ノート分割をダブルクリックすると、ノート分割を削除することができます。

複数のノートが選択された状態でノート分割を編集する

複数のノートを選択してノート分割を移動させると、他の選択されたノートのノート分割も移動します。 ノート分

割のいずれかをダブルクリックして削除すると、他の選択されているノートのノート分割も削除されます。

重なりあう複数のノートが選択されている場合、それらの全ての同じ場所にノート分割を同時に挿入したり、移

動または削除することができます。
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ソフトなノート分割とハードなノート分割

Melodyneでは、オーディオ素材と選択されているアルゴリズムに応じて、ノート間にソフトまたはハードな分割

が設定されます。ソフト分割は連続するノート間にのみ生じ、ノート間につながりを提供します。最初のノートの

末尾が移動すると、2つ目のノートがそれに従って移動し、この2つのノート間に隙間が空きません。編集時に

フレージングを保つのに便利です。

ノート間のつながりは、ノート間のピッチ、フォルマント、音量のトランジション（推移）にも影響します。トランジ

ションは、ソフトな分割のある連続するノートの場合にのみあり得ます。

ハードな分割では、連続するノートはそれぞれ独立しています。つまり、最初のノートの長さを変更しても、2つ

目のノートの位置に影響しません。また、2つのノート間のピッチ、フォルマント、音量のトランジションもありま

せん。

ソフトな分割はノート間に薄い垂直線で、ハードな分割は括弧でそれぞれ示されます。

分割タイプツールでハード分割とソフト分割を切り替える

分割タイプツールは、ノート分割ツールのサブツールです。ハード分割とソフト分割を切り替えることができま

す。選択するには、F6キー（デフォルトではノート分割ツールに割り当てられている）をすばやく2回連続して押

します。他のキーの組み合わせを使用したい場合、［環境設定］>［ショートカット］>［編集ツール］>［ノート分割

ツール］を選択して、任意のキーを押します。希望に応じて、2つのツールのいずれかに対して別のキーボード

ショートカットを定義できます。

このツールで分割をダブルクリックして分割タイプを変更します。

「ソフト」と「ハード」を自由に切り替えられるのは一定の場合のみですのでご注意ください。

ソフトな分割はいつでもハードな分割に切り替えることができます。

一方、ハードな分割は、それがもともとはソフトな分割であり、のちほどハードな分割へと変更されたも

のである場合にのみ、ソフトに変更できます。例外は「パーカッシブ」アルゴリズムを使用して検出され

た素材です。この場合、すべての分割はもともとハードな分割として検出されていますが、ソフトな分割

に変更できます。
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ノートをトリルとして分割

ノート分割ツールが選択されている場合、［ノートをトリルとして分割］コマンドがノートエディターのコンテキスト

メニューに表示されます。これは、選択されている1つまたは複数のノートをより各ノートの瞬間ピッチにより決

定される小さなセグメントにスライスします。これは、ノート分割をピッチカーブのスロープに挿入することにより

実行され、ビブラートの「山」と「谷」がそれぞれ分割されたノートとなります。

このコマンドを使用すると、たとえば、ノートを意図されるピッチにより近づけることによりトリルのイントネーショ

ンを向上させたり、上または下の範囲に［ピッチ補正マクロ］を適用することでビブラートを抑制したりできま

す。

ピッチカーブの揺れがあまりはっきりしない場合、［ノートをトリルとして分割］機能は効果を持ちません。また、

この機能は［メロディック］アルゴリズムが有効な場合にのみ選択でき、その他の場合灰色表示になります。

［ノートをトリルとして分割］コマンドにショートカットを割り当てたい場合、環境設定ダイアログを使用して行いま

す。

ノートの分割

このコマンドは、Melodyneで指定されている位置でノートを自動分割します。ツールを使用して編集する前に

歯擦音や息継ぎのノイズを分離するためにボーカルのパッセージで正確なカットを行う必要がある場合に便

利です。

［ノートの分割］コマンドはノート分割ツールのコンテキストメニューにあります。環境設定の［ショートカット］ペー

ジでキーボードショートカットを割り当てることができます。
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ノートインスペクター

情報パネルのノートインスペクターでは、選択されているノートのパラメーターの概要を確認し、値を変更でき

ます。

ノートインスペクターのパラメーター

ノートインスペクターは、複数のツールが使用されている場合、普段ツールバー付近に表示されているインス

ペクターの各フィールドをまとめます。最も重要なパラメーターすべてを一度に確認でき、ツールを変更するこ

となく編集できます。

インスペクターフィールドに含まれるデータに加えて、ノートインスペクターには、ヘルツ単位の周波数、および

ノートのミュート用のボタンが表示されます。

ノートインスペクターに表示される編集可能なパラメーターは以下のとおりです（上から下）。

選択されているノートのピッチ（半音、セント、ヘルツ単位）

ピッチモジュレーション（パーセンテージ単位）

ピッチドリフト（パーセンテージ単位）

フォルマントシフト（セント単位）

音量（デシベル単位）

ノートのミュート/ミュート解除用ボタン

アタックスピード（パーセンテージ単位）
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インスペクターの下には、選択されているノートが含まれるオーディオファイルと、検出に使用されたアルゴリ

ズムが表示されます。

値を入力する、選択されている複数のノートを操作する

ノートエディターで1つのノートのみ選択されている場合、ノートインスペクターにはそのノートに対する具体的な

値が表示されます。

原則として、すべての値は、対応するフィールドをクリックするか、マウスポインタを上下にドラッグするか、

フィールドをダブルクリックして新規値を入力して変更できます。

ピッチフィールドでは、絶対値（C3、D4など）または相対値（+2、-1など）のいずれかを入力することができま

す。その他のフィールドでは、選択された絶対値となります。

複数のノートを選択している場合、ノートインスペクターには、選択されているノートすべてに共通の値であれ

ば、パラメーターの具体的な値のみ表示されます。値が異なる場合、該当するフィールドにダッシュ「-」が表示

されます。

ダッシュが表示されている場合、クリック&ドラッグして、すべてのノートの値を同じ量だけ変更できます。この

方法で、たとえば選択対象すべてを2半音トランスポーズしたりできます。 

音階スナップ機能は、有効な場合、さまざまなノートの移動先をコントロールします。

複数の値をドラッグすると、Melodyneがそれらの値同士の差異を記録します。これは、パラメーターが最大値

または最小値に「ぶつかった」場合にも同様です。マウスボタンを押したまま逆方向にドラッグすると、元の差

異が復元されます。ぶつかったところでマウスボタンから指を離した場合にのみ、元の差異が消去されます。

また、複数のノートが選択されている場合、値を入力し、選択されているすべてのノートに適用することもでき

ます（その場合ダッシュは消えます）。

ここでの例外はピッチで、たとえば値に「2」と入力した場合、選択されているすべてのノートは2半音分上にず

れます。選択されているすべてのノートに同一のピッチを適用したい場合、「C2」といった絶対値を入力しま

す。アルゴリズムに［パーカッシブ］または［ユニバーサル］を選択している場合、これらのアルゴリズムは相対

ピッチしか認識しないため、これは効果を持ちません。
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ノートをコピーする

Melodyneでノートをコピーするには、希望のノートを選択してから、［編集］メニューかノートエディターのコンテ

キストメニューの［コピー］を選択します。これを挿入するには、［ペースト］コマンドを使用します。以下の点に

注意してください。

コピー時の選択、カーソル、グリッド

［コピー］コマンドを使用してノートをクリップボードにコピーすると、カーソルが選択範囲の先頭、より正確に言

うなら、選択範囲の最初の音に一番近い、タイムグリッド上の4分音符に移動します。

ノートが選択されたままの状態で［ペースト］コマンドを使用すると、見た目には、ペースト前に選択されていた

ノートの選択が解除され、カーソルが最後のノートの直後に置かれたようになります。

しかし実際は、選択されていたノートは、クリップボードにコピーされていたノーで置き換えられています。つま

り、コピーによってオリジナルが置き換えられている状態です。これは特に便利に思えないかもしれませんが、

カーソルの位置を見てください。最後にコピーしたノートに一番近い、タイムグリッド上の4分音符に合わせられ

ています。

ここでさらに［ペースト］を実行すると、クリップボード上のノートがもう1回ペーストされます。今回は選択されて

いるノートがないので、置き換えられるノートはありません。代わりに、新たにペーストされたノートは、1回目で

元のノートと入れ替わったノートのすぐ後に置かれます。

ノートの位置は、カーソルで分かります。1回目のペースト以降、ペーストはタイムグリッドの4分音符（正確には

ペースとしたノートの後の最初の4分音符）に合わせられるため、2回目のペーストの効果は、グリッド線に合

わせられます。これにより、ドラムループの繰り返しなど、パッセージのコピーをすばやく正確に連続してペー

ストできるようになります。
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上記から以下のルールが導かれます。

 ［ペースト］コマンド実行時にノートが選択されている場合、これらのノートがクリップボードの内容によって置き

換えられます。ペーストされたノートには、選択範囲の最初のノートの先頭から最後のノートの末尾までの範囲

に正確に合致するよう、ストレッチまたはスクイーズがかかります。図をご覧ください。左はコピーされたノー

ト、中央は選択された1つのノート（コピー先）、右はペースト実行後の結果です。選択されているコピー先の

ノートは置き換えられ、ペーストされたノートはスペースに合わせてスクイーズされます。

 ペースト実行時に選択されているノートがない場合、カーソルによりペーストされるパッセージの開始位置が

決定されます。ここではグリッド設定が重要な役割を果たします。ノートをクリップボードにコピーすると、コピー

されたノートのうち最初のノートと最も近いグリッド線の間の間隔がMelodyneに記録されます。新しいカーソル

位置でペーストを繰り返すと、ペーストされたノートのうち最初のノートと最も近いグリッド線のオフセット（ずれ）

は全く同じになります。

つまり、Melodyne内のノートのコピーは、必ずしもグリッド線に合わせて実行されません。なぜなら、そのような

処理を行ってしまうと、表現の機微が失われてしまうためです。代わりに、コピーされたノートはそれぞれ、グ

リッド線からのずれを維持します。ただし、このルールには例外があります。グリッドの単位が拍ではなく秒の

場合（タイムルーラー右の［タイムグリッド設定］ドロップダウンメニューで［秒］が選択されている場合）、ノート

http://helpcenter.celemony.com/hc-2/?lang=ja&startPageEdition=melodyne-assistant
http://www.celemony.com


Melodyne 4 assistant - スタンドアロン

   © Celemony Software GmbH 2020 • 最終更新日 07.12.2020 • ヘルプセンター • www.celemony.com

100

（またはコピーされた一連のノートのうち最初のノート）はちょうどカーソル位置から始まり、ずれは生じませ

ん。

ペーストごとに、カーソルは直前のペーストの後の最初の4分音符に移動します。これにより、同じパッ

セージを簡単に繰り返しつなぎ合わせることができます。もちろん、必要に応じて、タイムルーラー上の

別の位置にカーソルを手動で動かして、次のペーストの参照位置とすることができます。たとえば、一

連のパッセージの合間にポーズを入れたい場合などに行います。

 コピーされたノートのピッチは、常にオリジナルのピッチと同じになります。これは、ノートが選択されていて置

き換えられる場合も、ペーストが実行される場合も変わりません。この場合、選択されているパッセージの長さ

は維持されますが、パッセージに含まれるノートの元のピッチは維持されません。もちろん、ペースト実行後

に、ノートを任意のピッチに手動で動かすことができます。

コピー時のテンポ調整：オートストレッチスイッチ

上で見たとおり、ペースト実行時にノートが選択されている場合、挿入されるパッセージは、スペース（選択さ

れている最初のノートの先頭から最後のノートの末尾の間）に合わせてストレッチまたはスクイーズされます。

それでは、ペーストの位置をカーソル位置で指定した場合、コピーされたパッセージのテンポはどのように扱

われるのでしょうか。

ペースト先のテンポがノートのコピー元であるパッセージのテンポと異なる場合、ペーストされるノートがペース

ト先のノートに合わせられるか、元のテンポを維持するかは、オートストレッチスイッチの状態により決まりま

す。オートストレッチがオンの場合ノートのテンポは合わせられ、オフの場合維持されます。つまり、カーソル位

置のテンポを変更したい場合以外は、ペースト実行前に自動ストレッチをオンにしておく必要があります。
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[編集]メニュー

Melodyneの[編集]メニューには、各編集をリセットし、オーディオ素材にランダムなずれを加えることのできる

項目があります。

編集をリセットする

[個別の編集をリセット]サブメニューには、さまざまな編集の効果を取り消すコマンドがあります。

これらのコマンドが使用しているツールに関連するものである場合、ノートエディタのコンテキストメニューから

も選択できます。

コマンドは、選択されているノートに適用されている編集の種類がコマンドの対象に該当しない編集である場

合、灰色表示されます。また、これらのリセットコマンドは通常の[取り消す]コマンドから独立して動作します。

以下の種類の編集の効果は、[個別の編集をリセット]サブメニューで無効にできます。

ピッチ

ピッチの変更すべて

ピッチセンターの編集

ピッチモジュレーションの編集

ピッチドリフトの編集

ピッチトランジションの編集

フォルマント

フォルマントの編集

フォルマントトランジションの編集

音量

音量の編集

音量トランジションの編集

ノートのミュート
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タイム

タイミングの編集すべて（開始位置/ノート長さ）

タイムハンドルの位置

アタックスピードの編集

最後のコマンド[ファイルを元の状態に戻す]は、オーディオファイルになされたすべての編集（その種類に関係

なく）の効果を1回で元の状態に戻します。

ランダムなずれを加える

[ランダムなずれを加える]サブメニューは、各ノートのピッチまたはタイミングをa）大幅に、b）中程度、c）繊細

に、それぞれ変更します。それぞれの限度内において、ずれの方向と程度はランダムに設定されます。

これらのコマンドは、選択されているノートのピッチまたはタイミングにランダムなバリエーションを適用します。

またそれらの効果は、コマンドが連続して繰り返し使用される場合、累積されます。

ランダムなずれは、ある単体のテイクの1つまたは複数のコピーを作成した際、コピーがオリジナルまたはそ

の他のコピーと同一にならないようにしたい場合（ボーカルから合唱を作成する場合など）、特に便利です。各

コピーに一定量のランダムなずれを追加することで、各ボイスが完全に同期しないようになり、2つのコピーの

ピッチ変動が完全に同一にならなくなるため、より自然なサウンドが得られます。
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オーディオMIDI変換

このツアーでは、MelodyneでオーディオノートをMIDIノートとして保存する方法について説明します。

オーディオ-MIDI変換について

Melodyneでは、オーディオノートをMIDIノートとしてエクスポートできます。 この操作を行うと、スタンダードMIDI

ファイルフォーマットのファイルが作成され、ハードディスクに保存されます。 その後、このファイルをDAWで

ロードし、ボーカルを2つに増やしてソフトウェアシンセのサウンドに追加したりするなどの操作が行えます。

MIDIノートは、Melodyneのオーディオノートを一対一でMIDI化したものです。 各オーディオノートに対し、同じ位

置、長さ、ピッチのMIDIノートが作成されます。 各MIDIノートのベロシティは、オーディオノートの振幅から算出

されます。

リズミックな素材をMIDIとして保存すると、MIDIノートはすべて同じピッチになりますが、位置、長さ、音量はリ

ズムトラックのオーディオノートから算出されます。 このテクニックを使用して、ドラムループからご使用のDAW

で使用するMIDIトラックのクオンタイズ参照を生成することなどができます。

オーディオ素材からのMIDIノートの生成は、クリエイティブな可能性を数多く提供します。 ぜひいろいろと試し

てみてください。

MelodyneスタンドアロンからMIDIを保存する

Melodyneスタンドアロンからオーディオ素材をMIDIファイルとしてハードディスクに保存するには、[ファイル]>

[エクスポート]を選択します。事前に、エクスポートしたくないトラックをミュートしておきます。

[エクスポート]ウィンドウには、エクスポートされるMIDIノートに対するさまざまなオプションがあります。まず、左

の[フォーマット]ポップアップボタンから[MIDI]を選択します。

2列目で、エクスポートしたい［範囲］（タイムライン位置）を選択します。

全体：プロジェクトの先頭から末尾までのすべてです。

サイクル範囲のみ：サイクルロケーター間の部分のみです。
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[テールを含める]オプションは、エクスポートされる素材の長さをサイクル範囲内に制限したいが、範囲の終点

に到達してもノートの一部の音が終わっていない場合に選択しておきます。[テールを含める]を選択すると、エ

クスポートされる部分が伸び、テール部分が途中で切れることがありません。

[エクスポート]をクリックして、選択されているオプションでのMIDIエクスポートを開始します。ファイルセレクター

が開き、保存場所を選択できます。
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テンポ検出とオートストレッチ

Melodyneは、録音に含まれる音を認識するだけでなく、テンポや拍子記号も有効にします。

はじめに

Melodyneのテンポ検出とテンポ調整機能は最もひんぱんかつ最大限に用いられますが、そのほとんどがバッ

クグラウンドでひそかに実行されます。たとえば、録音内容、フレーズ、またはループをMelodyneスタンドアロ

ンのドキュメントにドラッグします。Melodyneは、素材のテンポを検出し、プロジェクトのテンポに合わせて素材

のテンポを調整します（テンポ変更を伴う場合も）。オーディオファイルはすぐに同期します。

テンポ検出は2種類の方法で実行されます。

前回の検出を含むアサインメントファイルとその後の編集結果が新規オーディオファイル用に保存され

ている場合：テンポは検出済みであるため、プロセスを繰り返す必要はありません。

Appleループをインポートした場合：ここでもテンポに関する情報を含んでいるため、テンポ分析は必要

ありません。

のちにタイミングが分かるよう、クリックに合わせて録音することがよくあります。しかしながら、メトロノームク

リックには束縛感が感じられることがあります。クリックなしで演奏すると、より自由かつダイナミックで生き生

きとしたサウンドになります。

Melodyneでは、レコーディング中のクリックの使用を省きつつ、タイミング参照を保持できます。原理は簡単で

す。クリックに合わせて演奏することで柔軟性に欠けるタイムラインにする代わりに、Melodyneを使用すれば、

実際のレコーディングのテンポマップを適用することができます。テンポのわずかな揺れや緩急さまざまなテン

ポ変更、拍子記号の変更も適用できます。つまり、タイムラインを決定付けるのは音楽であり、その逆ではな

いということです。

スタンドアロンとプラグインのテンポ

Melodyneのテンポ検出は、スタンドアロンでのみ役割を果たします。プラグインでは機能しません。理由は簡

単です。プラグインはDAW内で動作し、DAWからオーディオ素材だけでなくすべてのテンポ情報を借用します。

スタンドアロンでのテンポの検出

Melodyneスタンドアロンでは、新規ドキュメントでは、テンポと拍子記号のフィールドは空になっており、値の代

わりにダッシュ（–）が表示されています。
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タイムルーラーは、はじめは秒単位です。空のシートからスタートして、Melodyneプロジェクト用のテンポと拍子

記号を手動で入力するか、Melodyneのテンポ検出機能を使用します。

テンポを手動で入力するには、次の手順に従います（手動で別の値を入力したのでない限り、デフォルト値は

テンポが120BPM、拍子記号が4/4、タイムグリッドの間隔が4分音符です）。

テンポフィールドに希望の値をBPMで入力します。

拍子記号の分母と分子に希望の値を入力します。

タイムグリッドのメニューに秒の代わりに音価を入力します。

トランスポートバーの拍子記号とテンポフィールドの間のボタンをクリックしてメトロノームを有効化しま

す。 DAWの操作に慣れている方であれば、プロジェクトを始める前にテンポを手動で設定することを好

むかもしれません。Melodyneはテンポの検出に非常に優れているため、多くの場合、Melodyneのテン

ポ検出機能を使用してテンポを認識させる方がより簡単で実用的です。

Melodyneのテンポ検出機能を使用してテンポを認識させるには、次の手順に従います。

テンポ、拍子記号、タイムグリッドを手動で初期化する代わりに、テンポと拍子記号のフィールドが空の

状態で録音を開始します。録音中にメトロノームクリックを聴く必要はありません。Melodyneは録音内

容に含まれるテンポとテンポの揺れを検出し、それに応じてグリッドラインとそれに続くクリックを調整し

ます。つまり、テンポに数値を入力する代わりに、パフォーマンスを通じてテンポを定めるのです。

Melodyneのテンポ検出は、すでに録音済みのオーディオをインポートする場合もこれに似ています。

同じ条件がここでも適用されます。空のシートからスタートし、テンポと拍子記号、タイムグリッドメ

ニューはそのままにしておく必要があります。オーディオファイルでテンポを決定するには、メインメ

ニューで［ファイル］>［オーディオをインポート］を選択するか、ドラッグ&ドロップしてファイルをロードし

ます。Melodyneがファイルのテンポを検出し、それに従ってプロジェクトテンポを設定し、内容が小節1

からスタートするようにファイルを配置します。原則として、最初のノートが小節1に置かれ、最初のノー

トより前にある録音内の無音は、タイムルーラー上のマイナスのゾーンに配置されます。ただし、音楽

が弱拍から始まる場合（最初の小説選より前にある、1つまたは複数のアクセントのないノート）、

Melodyneはこのノートを小節-1に置き、小節1の先頭に強拍が来るようにします。

追加オーディオファイルをインポートする際のオートストレッチ

どのような方法であれ、テンポが決定すると、プロジェクトに拍子記号の付いたテンポマップが作成されます。

テンポマップには、適切な間隔のグリッドとテンポの揺れを示すテンポカーブが表示されます。テンポマップが

ある場合、追加ファイルのインポート時に、空のシートで作業を行う場合にはない操作が行えます。たとえば、

オートストレッチスイッチは、以前は灰色表示でしたが、ここでは2種類から選択できます。
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オートストレッチがオンの場合、プロジェクトにインポートされる新規ファイルはすべて、プロジェクトのテ

ンポマップに合致するよう調整され、ファイルに含まれるテンポ変更が再現されます。これを実現する

ため、Melodyneはまずインポートされる素材のテンポを分析し、プロジェクトのテンポに合致するよう必

要に応じてストレッチやスクイーズを行います。

オートストレッチがオフの場合、プロジェクトにインポートされるファイルのテンポ調整は行われません。

つまり、ファイルは元のテンポで再生されます。もちろん、素材がインポートされた後、編集過程におい

て、必要に応じてノートのストレッチやスクイーズを行うことは可能です。オートストレッチスイッチをオフ

にするということは、インポートされるファイルのテンポが_自動で_プロジェクトのテンポマップに合わせ

て調整されることがない、ということです。

ファイルが置かれるタイムグリッド上の位置は、インポートに使用する手順により異なります。

メインメニューで［ファイル］>［オーディオをインポート］を選択した場合 、タイムルーラー上の「0:00」秒

の位置に合わせられます。これは、小節1の先頭である場合があります（が必ずしもそうではありませ

ん）。オートストレッチがオンの場合、ファイルはプロジェクトのテンポに合わせられます。オフの場合は

合わせられません。

タイムルーラー上の特定の位置（ドロップポイント）にファイルをドラッグしてインポートし、かつオートス

トレッチがオンの場合、ファイルは、ドロップポイントと一致する最初の完全小節の最初の拍に合わせ

られます。オートストレッチがオフの場合、ファイルの実際の先頭がドロップポイントに合わせられま

す。この手順を使用した場合、ファイルはドロップポイントに一番近いタイムグリッド上の線にスナップ

するため、タイムグリッドの設定（4分音符、8分音符、16分音符など）が重要になります。もちろん、グ

リッドを無視する場合（Altキーを押したままタイムルーラー上にファイルをドラッグ&ドロップ）はこの限

りではありません。

時間値ではなく、タイムルーラーを秒単位で使用する場合、オートストレッチ機能は自動的にオフになります。

オートストレッチスイッチは灰色表示になり、プロジェクトにインポートされるファイルのテンポ調整は行われま

せん。

ノートを移動またはコピーする際のオートストレッチ

オートストレッチは、オーディオをインポートする際だけでなく、ノートを移動またはコピーする際にも役割を果

たします。

ノートの移動またはコピー&ペースト元と先でテンポが異なる場合、オートストレッチがオンであるかオフである

かに応じて、先のテンポに合わせられるか、ソースのテンポが維持されるかが決まります。一般的に、先のテ

ンポに合わせられるよう、ノートをコピーまたは移動する前にオートストレッチをオンにしておく方がよいでしょ

う。
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バージョン履歴

ここ最近のMelodyneアップデートに含まれる全変更の一覧がご覧いただけます。

Melodyne 4.2.3の新機能

解消：バージョン4.2.2で、特定の構成のMelodyneで起動時に「期限切れ」のメッセージが表示され起動

できない不具合。

Melodyne 4.2.2の新機能

新機能と機能向上

Studio One 4でのウィンドウ管理機能向上： Melodyneのズームおよびその他のウィンドウ設定が一定となり、

これまでウィンドウ毎に個別の設定で表示されていましたが、新規オーディオ・リージョン選択時に同じ設定で

表示されるようになりました。

バグフィックス

解消：Cakewalkで、一定の状況下において、新規ファイルが自動分析されず、検出プロセスをスタート

するのにアルゴリズムを手動で選択する必要があった不具合

解消：スタンドアロンのMelodyneで、他のプロジェクトが開いている状態で保存せずにプロジェクトを閉

じるとクラッシュすることがあった不具合

解消：Logicで、Melodyneプラグインの認証でDAWのローンチが低速化することがある不具合

解消：スタンドアロンのMelodyneで、一定の状況下においてプロジェクトを開いたりインポートしたりす

るとクラッシュする不具合

解消：ARAモードで、再生をスタートしてから停止すると、一定の状況下においてblob編集時のモニタリ

ングができなくなる不具合

解消：Cakewalkで、新規クリップを選択するとMelodyneの位置表示がずれることがある不具合

Melodyne 4.2.1の新機能

新機能と機能向上

ARAのロード迅速化： ARA対応のDAWで、大型プロジェクトのロード時間が大幅に短縮されています。

バグフィックス

解消：MixcraftおよびCakewalkでのARA操作中、DAWで再生を開始するとblobのモニターとスクラブが

Melodyneで使用できなくなる現象
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解消：Melodyneがプレーヤーモード（使用されているコンピューター上でプログラムがアクティベートさ

れていない状態）の場合、トラック編集モードからクリップ編集モードへと切り替える際にARAプラグイン

がクラッシュする現象

解消：Melodyneプラグインで転送後に検出が中断された後、Altキーを押したままオーディオ素材を動

かそうとするとクラッシュすることがある現象

解消：Melodyne studioをスタンドアロンで使用中、オーディオファイルがトラックパネルで選択されてい

る場合、インスペクターでの微調整でクラッシュすることがある現象

Melodyne 4.2の新機能

ARAによりさらに統合：MelodyneとLogic

ARA Audio Random Accessにより、Melodyne 4.2とLogic Pro X 10.4.3はさらにタイトかつ効率的に連動するよ

うになりました。最も重要なワークフロー機能向上は以下のとおりです。

転送なしにトラックを開くことが可能： インサートエフェクトとしてMelodyneをロードし、再生を開始するだけで、

トラック全体がMelodyneに自動的に表示されます。転送の必要はもうありません。

Melodyneはユーザーがトラックに加える全ての変更を追従： Melodyneはその内容をオーディオトラックの内容

と比較し、リージョンの伸縮、動きを忠実に再現します。

リージョンのリアルコピーとゴーストコピー： リージョンをコピー、ループ、複製すると、Melodyneの内容は、状

況に応じてリアルコピーまたはゴーストコピー（エイリアス）として動作します。

リージョンベースのミキシング： Melodyneを使用して編集されたリージョンは、Logicのリージョンインスペクター

のミックス機能すべて（リージョン、ゲイン、ミュート、フェード）に対応するようになりました。

コンピングステージにMelodyneを使用可能： テイク選択の_前_にMelodyneを使用してテイクを編集できるよう

になりました。それぞれのメリットをより現実的に評価できるため、より優れた結果が得られます。

転送ファイルの管理は過去のものに： ARAにより、プロジェクトのアーカイブ化や共有時に転送ファイルにつ

いて心配する必要はもうありません。

さらに詳しく…

新機能と機能向上

LogicがARAに対応： Melodyne 4.2はApple Logic Pro X 10.4.3へのARA統合に対応しています。ARAにより、

Logicでは転送の必要がなくなりました。また、Melodyneはオーディオトラックになされる全ての変更に追従しま

す。

Cakewalk/Sonarでの転送パス： Cakewalk/SonarでMelodyne VST3プラグインを使用する場合、転送パスは

現在のプロジェクト内に自動的に作成されるようになりました（［Cakewalk Projects］>（プロジェクトフォルダー）

>［Melodyne］>［Transfers］）。
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インタラクションの向上： Melodyne 4.2のStudio Oneとの統合がさらに向上しました。Studio Oneバージョン

3.5.6以降が必要です。

追加キーボードショートカット： ノートアサインメントモードのコンテキストメニューに表示される［ノートをスタート

位置ラインで再分割］コマンドに、［環境設定］ダイアログからキーボードショートカットを割り当てることができる

ようになりました。このショートカットはその後編集モードでも使用できます。

バグフィックス

解消：Studio Oneで、多数のMelodyneクリップがあるプロジェクトでMelodyneインスタンスを

（［Melodyneで開く］コマンドを使用して）追加生成するとプログラムが遅くなる現象

解消：Windows上のStudio Oneで、ズームレベル変更時にノート背景の色が変わる現象

解消：Studio Oneで、ユニゾントラック分散機能によりMelodyneのノートが数オクターブずれることがあ

る現象

解消：Studio Oneで、ノート分割ツールを使用すると一定の状況下でクラッシュする現象

解消：* 解消：Studio Oneで、ノートがMelodyneで削除されているのにノート表示（波形に重ねられる

線）が更新されない現象

解消：Studio Oneで、コピーされたイベントの場合に［DAW内のクリップ選択に追従］を実行すると違う

小節が表示される現象

解消：Cakewalk/Sonarで、Melodyneを使用して編集した16-bitオーディオファイルをエクスポートすると

クラッシュすることがある現象

解消：Cakewalk/Sonarで、フリーズ機能を使用するとクラッシュすることがある現象

解消：ARA対応のDAW全てで、調または音階に加えた変更が保存されない現象

解消：ARA対応のDAW全てで、［比較］スイッチによりMelodyneでのローカル再生が停止する現象

解消：Logic 10.3で、Melodyneを使用した特定のプロジェクトを開くとクラッシュする現象

解消：Digital Performerで、以前Melodyneを使用して編集したプロジェクトを開くとクラッシュすることが

ある現象

解消：プラグインで、［ファイルを元の状態に復元］コマンドを使用すると特定の状況下で違うノートが削

除される現象

解消：転送をキャンセルすると表示エラーや（編集を続けると）DAWがクラッシュする現象

解消：プラグインで、割り当て可能なキーボードショートカット［前回のメニューアクションを反復］が機能

しない現象

解消：スケールウィンドウが開いている状態で、編集モードからノートアサインメントモードに切り替える

と、タイムラインの違うエリアが表示される現象

解消：サウンドエディターで、アサインメントモードがオンの場合にスペクトラムのピーク値が表示されな

い現象

解消：Melodyne studioのトラックリストで、Alt-クリックで［編集］と［参照］の両方のボタンがオンになる

現象

解消：Melodyne studioで、複数のトラックを同時にコピーすると、内容が置き換わることがある現象

解消：Melodyne essentialで、割り当て可能なキーボードショートカット［ノートをトリルとして分割］がない

現象

解消：Melodyne essentialで、Melodyne studioで保存されたドキュメントを開くと違ったトラックが表示さ

れる現象
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解消：スタンドアロンアプリケーションで、テンポアサインメントモードでノートのコピーとペーストができな

い現象

解消：スタンドアロンアプリケーションで、新規検出によりタイムライン上のオーディオがずれることがあ

る現象

解消：macOSバージョン10.12上のスタンドアロンアプリケーションで、オーディオインポート機能使用後

クラッシュすることがある現象

Melodyne 4.1.1の新機能

新機能と機能向上

［ノートの分割］コマンド

このコマンドは、Melodyneで指定されている位置でノートを自動分割します。ツールを使用して編集する前に

歯擦音や息継ぎのノイズを分離するためにボーカルのパッセージで正確なカットを行う必要がある場合に便

利です。

［ノートの分割］コマンドはノート分割ツールのコンテキストメニューにあります。環境設定の［ショートカット］ペー

ジでキーボードショートカットを割り当てることができます。

［スタート位置ラインで分割］コマンドのショートカット

環境設定の［ショートカット］ページ（見出しは「ノートアサインメント」）で、ノートアサインメントモードで使用され

る［スタート位置ラインで分割］コマンドにキーボードショートカットを割り当てることができるようになりました。こ

のコマンドはこれまでノート分割ツールのコンテキストメニューからのみアクセス可能でした。

バグフィックス

解消: マクロを開くのに使用するボタンが特定の状況で灰色表示になる不具合

解消: ノート分割ツールのノートアサインメントモードでの使用時およびスレッショルド値変更時に生じる

クラッシュ

解消: 保存時にオーディオファイルの長さが特定の状況で変更される不具合

解消: 複数回の連続録音時にまれに生じるクラッシュ

解消: macOS 10.12.xおよび10.11.x上のLogic Pro 10.3.1で特定の状況において生じていたクラッシュ

解消: Logic 10.3で特定のプロジェクトを開く際に生じていたクラッシュ

解消: ARAリージョンのフリーズ時にSonarで生じるクラッシュ

解消: macOS 10.11.6上のDigital Performer 9.13で4つ以上のトラックの同時転送時に生じる中断

解消: FL Studioでのメモリリーク

Melodyne 4.1の新機能

The update brings important improvements to all editions of Melodyne, including a new playback type for 

high-pitched monophonic instruments, a command for separating notes as trills and additional keyboard 

shortcuts. When Melodyne is integrated into the DAW by means of the ARA interface extension, user-

friendly new possibilities are now available for vocal comping, and in Melodyne 4 studio, the simultaneous 

editing of an unlimited number of tracks can now be done via ARA, too.
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In ARA-compatible DAWs, Version 4.1 offers decisive improvements that make it possible to focus 

Melodyne’s functions in an optimal manner on an individual clip or an entire track. In Clip Mode, you have 

access to a single clip, but this extends to notes lying beyond its borders; as a result, when comping it is 

very simple to solve any problems posed by clip borders slicing notes in two, which greatly streamlines the 

comping workflow. In Track Mode, on the other hand, you see all clips of a track exactly as these are cut 

and arranged in the DAW. The two modes complement each other perfectly and offer ideal editing 

possibilities in ARA-compatible DAWs.

When Melodyne is integrated into a DAW by means of ARA, Version 4.1 now allows the simultaneous 

display and editing of an unlimited number of DAW tracks in a single Melodyne plug-in window – ideal for 

backing vocals and other multitrack applications.

The ARA Audio Random Access interface extension, which is currently supported by Presonus Studio One, 

Cakewalk Sonar, Magix Samplitude and Tracktion, makes the use of Melodyne particularly fast and 

efficient. DAW tracks can be edited directly without any time-consuming transfers; furthermore, Melodyne 

follows automatically any changes made to the tracks. The result is that Melodyne feels like a comfortable 

integrated sample editor – but one that allows the note-based editing of tracks.

新機能と機能向上

マルチトラックノート編集がARA統合中にも使用可能に

Melodyne studioのノートエディターで、ARA上でも任意数のDAWトラックを同時に表示して編集できるようにな

りました。

DAWでの（ボーカル）コンピングのARA機能が向上

新しい2つのARAモードにより、Melodyneのパワーを個々のクリップまたはトラック全体のいずれかに最適な形

で集中させることができるようになり、（ボーカル）コンピングなどの一般的なDAWワークフローに理想的なサ

ポートを提供します。ARAクリップモードは_ひとつの_クリップにのみアクセスしますが、クリップ教会の両側の

ノートにもアクセスできます。一方、ARAトラックモードはDAWトラック上の_全ての_トラックを、そこでの編集およ

びアレンジ通りに表示します。

モノフォニック楽器向けの新しい再生タイプ

ソプラノボイスや非常にピッチの高いメロディ楽器（ピッコロなど）の再生中の音質を強化するため、アルゴリズ

ムインスペクターに新しい再生タイプ［トーナル (高)］が追加されました。

［ノートをトリルとして分割］コマンド

ノートエディターとノートアサインメントモードに、Melodyne studio 3でおなじみの［ノートをトリルとして分割］コマ

ンドが搭載されました。

［ノートの分割］コマンド 

ノート分割ツールのコンテキストメニューにあるこのコマンドは、Melodyneで指定されている位置でノートを自

動分割します。ツールを使用して編集する前に歯擦音や息継ぎのノイズを分離するためにボーカルのパッ

セージで正確なカットを行う必要がある場合に便利です。
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［スタート位置ラインで分割］コマンドのショートカット 

ノートアサインメントモードで使用されるこのコマンドにショートカットを割り当てることができるようになりました。

［オーディオを置換］コマンド

［オーディオを置換］コマンドでは、［エクスポート］ダイアログを開くことなく、オーディオファイルを既存の名前で

保存できます。

キーボードショートカットの向上

各サブツールに独自のショートカットが用意されました。タイムグリッド用のショートカットも用意され、ズームコ

マンドはテンキーに割り当てられました。

ユーザーインターフェースのコントラストバリエーション

［環境設定］ダイアログで、ユーザーインターフェース用に新しいコントラストオプションを選択できるようになり

ました。

Windows上でのHiDPI対応

Windows 8以降を実行する互換システム上では、Melodyneは高解像度スクリーンに対応するようになりまし

た。スタンドアロンとStudio Oneでのプラグインの両方が該当します。その他のDAWでのHiDPI対応も計画中で

す。

必要メモリが低下

内部最適化により、Melodyne（スタンドアロン、プラグイン、ARA）は特にWindowsでの必要メモリが低下してい

ます。

自動スクロールオプション

Melodyneをプラグインとしてしようしている場合、［自動スクロール］設定を各インスタンスに対して個別に保存

できるようになりました。

iLok

iLok 2に加えて、MelodyneはiLok 3にも対応しました。

バグフィックス

解消：Windows 7で、一部のMP3ファイルをロードするとMelodyneスタンドアロンがクラッシュする不具合

解消：Cubaseで、プラグインウィンドウの［常に全面に表示］設定によりクラッシュすることがある不具

合

解消：プラグインのグラフィックスの問題

解消：入力または検出された調性が保存時にCメジャーにリセットされる不具合

解消：Melodyne 4によりインポートされたMelodyne studio 3のMARファイルに不正確なテンポ情報が

含まれている不具合

解消：studio 3ファイルのインポートに影響するその他の問題

解消：アルゴリズムの事後変更後オーディオ素材が数サンプル分ずれる不具合

解消：DAWでのテンポ学習後タイムグリッドがずれることがある不具合
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解消：Cubaseのテンポ検出ダイアログでの拍子変更に関連する情報のMelodyneプラグインへの転送

が不確かになる不具合

解消: macOS 10.12.xおよび10.11.x上のLogic Pro 10.3.1で特定の状況において生じていたクラッシュ

解消: Logic 10.3で特定のプロジェクトを開く際に生じていたクラッシュ

解消: ノート分割ツールのノートアサインメントモードでの使用時およびスレッショルド値変更時に生じる

クラッシュ

解消: 保存時にオーディオファイルの長さが特定の状況で変更される不具合

解消: ARAリージョンのフリーズ時にSonarで生じるクラッシュ

解消: マクロを開くのに使用するボタンが特定の状況で灰色表示になる不具合
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Melodyne studioトライアルモードに切り替える

Melodyne が提供する全機能をお試しください！これを行うには、ご所有のMelodyne essential、assistant、ま

たはeditorをMelodyne studioトライアルモードに切り替えます。Melodyne をご所有でない場合、 試用版をこち

らからダウンロードすることができます

トライアルモードに切り替える

トライアルモードに切り替えると、ご所有のMelodyne essential、assistant、editorが、Melodyne の全機能を提

供するMelodyne最上位エディションのMelodyne studioに30日間にわたって切り替わります。この切り替えは

無償で、試用期間後も購入の必要はありません。30日間、Melodyne studio製品版と全く同じようにご使用い

ただけます。トライアルモードは同一のコンピューター上で1回のみアクティベートが可能です。トライアルモード

への切り替え、および、トライアル期間中のMelodyne studioの起動には、インターネット接続が必要です。

トライアルモードをアクティベートするには：

1）Melodyne を起動します。次に、［ヘルプ］メニューを開き、［ライセンス］を選択します。

プラグインの場合：

スタンドアロンの場合：

2）ブラウザー上にユーザーアカウントが開き、ライセンスオプションが表示されます。［Melodyne studioトライア

ルモード］の枠で、トライアルモードに切り替えます。
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これで完了です！トライアル尾モードは30日間にわたって有効となります。Melodyneに戻ると、Melodyne 

studioエディションが実行されます。

エディションを比較する

必要に応じて、トライアル期間中に下位エディションに切り替えて各エディションにより提供される機能を比較

することができます。これは、たとえば Melodyne essentialをご所有の場合、どの上位エディションにアップグ

レードするべきかを検討する場合に便利です。全エディションを試すことができます。

エディションを切り替えるには、上記同様、［ヘルプ］メニューで［ライセンス］を選択します。ブラウザー上に

ユーザーアカウントが開き、下位エディションに切り替えるオプションが表示されます。

ただし、ここでの選択はMelodyne実行中のみ有効です。Melodyneを再起動すると、Melodyne studioのフル機

能セットが復元されます。

トライアル期間の終了

30日間のトライアル期間が終了すると、Melodyneは自動的に元のエディションに戻ります。トライアル期間中

に作成したプロジェクトはその後も編集可能ですが、元のMelodyneエディションの機能のみ使用できます。た

だし、再生には影響しませんので、トライアル期間中に行った作業内容が失われることはありません。

気に入っていただけましたか？

希望に応じて、トライアル期間中、またはトライアル期間終了後、Melodyne studioへとアップグレードすること

ができます。アップグレードは、  またはお近くの販売店でご購入いただけます。Celemonyウェブショップ

http://helpcenter.celemony.com/hc-2/?lang=ja&startPageEdition=melodyne-assistant
http://www.celemony.com
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トラブルシューティング

問題が生じた場合はまずこちらをご覧ください。追加トピックへはサイドメニューの「FAQ」をクリックするとアク

セスできます。

問題が解決しない場合、support@celemony.com までご連絡ください。弊社サポートチームは英語およびドイ

ツ語にてお問い合わせを承っております。

Melodyneの正しいインストール方法が分からない。

ダウンロードしたインストーラーまたはMelodyne CDに収録されているインストーラーを起動します。これで、ス

タンドアロン版のMelodyneと、各種プラグイン版のMelodyneの両方がハードディスクにインストールされます。

Melodyneをインストールしたが、見つからない。

macOSの場合、スタンドアロン版には「Melodyne」という名前が付いています。［アプリケーション］フォルダー

内に［Melodyne］という名のサブフォルダーがあるはずです。プラグインには「Melodyne」という名前が付いて

おり、次のロケーションにあります：Macintosh HD/ライブラリ/Audio/Plug-Ins/<該当する種類のプラグインの

サブフォルダー> 

Windowsの場合、スタンドアロン版には「Melodyne.exe」という名前が付いています。次のロケーションにありま

す： C://Programs/Celemony/Melodyne/またはC://Program Files (x86)/Celemony/Melodyne/ プラグイン

には「Melodyne」という名前が付いており、それぞれ次のロケーションにあります：

VST3（64ビット）：C://Programs/Common Files/VST3/Celemony

VST3（32ビット）：C://Program Files (x86)/Common Files/VST3/Celemony

VST2（64ビット）：C://Programs/Common Files/Steinberg/VST2/Celemony（インストール時にパスを選択で

きます。ご使用のDAWが使用しているパスをご確認ください）

VST2（32ビット）：C://Program Files (x86)/Steinberg/VSTplugins/（インストール時にパスを選択できます。ご

使用のDAWが使用しているパスをご確認ください）

AAX：C://Programs/Common Files/Avid/Audio/Plug-Ins

RTAS：C://Program Files (x86)/Common Files/Digidesign/DAE/Plug-Ins

ご使用のDAWでは、Melodyneは他のオーディオエフェクトプラグインと同じように表示されます。使用するに

は、希望のオーディオトラックにプラグインをインサートします。

Melodyneをインストールしたが、アクティベーションの方法が分からない。

Melodyneスタンドアロンを起動します。表示されるダイアログボックスで［アクティベート］をクリックします。オン

ライン登録ページが開きます。ユーザーアカウントをお持ちでない場合はここで作成できます。画面上の指示

に従ってください。完了すると、ご使用のコンピューターがアクティベートされ、Melodyneを制限なく使用できる

ようになります。Melodyneを弊社ウェブショップからご購入いただいた場合、ユーザーアカウントが購入時に作

成済みのため、［アクティベート］をクリックするだけで完了となります。

http://helpcenter.celemony.com/hc-2/?lang=ja&startPageEdition=melodyne-assistant
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エラーメッセージが表示され、アクティベーションを完了できない。

プログラムをアクティベートするには、インターネット接続が必要です。ウェブブラウザーでページを開いてみる

などして、オンライン状態をご確認ください。オンライン状態である場合、Melodyneを再起動してから再試行し

てください。

Melodyneを再インストールしたいが、インストールプログラムが手元にない。

インストールプログラムはユーザーアカウントにあります。www.celemony.com/loginにログインしてダウンロー

ドし、Melodyneを再インストールします。

実行中のMelodyneのエディションとバージョンが分からない。

実行中のMelodyneのエディションとバージョンナンバーを調べるには、メインメニューの［Melodyneについて］

を選択します。エディション名は、画面最上部のMelodyneロゴの横にも表示されています。必要に応じて、

ユーザーアカウント（www.celemony.com/login）からご所有のライセンスに応じたMelodyneエディションのインス

トールプログラムを取得できます。

使用中のMelodyneに対するアップデートがあるかどうか知りたい。

Melodyneはインターネットを介してアップデートを自動確認します。この機能は、［環境設定］ダイアログの

［アップデートを確認］ページで設定できます。ここでは、［今すぐ確認］をクリックして手動でアップデートを確認

することもできます。また、弊社ニュースレターでもアップデート情報を提供しています。ニュースレターには、

ユーザーアカウント（www.celemony.com/login）から登録できます。

Melodyneをスタンドアロンで起動できない。

コンピューターを再起動してから、再度Melodyneを起動してみてください。上手くいかない場合、Melodyneプリ

ファレンスを削除（下に手順を記載）してから再試行してください。それでもMelodyneが起動しない場合、弊社

サポートsupport@celemony.comまでご連絡ください。Melodyneプリファレンスは次のロケーションにあります：

• macOS：FinderでAltキーを押したままメインメニューの［移動］>［ライブラリ］を選択して、［Preferences］サブ

フォルダーを開きます。下にスクロールして「com.celemony.melodyne.pref.plist」ファイルを探し、削除します。

• Windows：C://ユーザー/<ユーザー名>/AppData/Roaming/Celemony/を開き、「com.celemony.melodyne.

plist」ファイルを削除します。［AppData］フォルダーが非表示になっている場合、［スタート］ボタンをクリック

（Windows 7）または画面左下隅を右クリック（Windows 8）して［コントロールパネル］を開きます。［デスクトップ

のカスタマイズ］、［フォルダーオプション］を順に選択します。［表示］タブをクリックします。［詳細設定］で、［隠

しファイル、隠しフォルダー、および隠しドライブを表示する］にチェックマークを入れ、［OK］をクリックして終了

します。
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MelodyneをプラグインとしてDAWのオーディオトラックにインサートしたが、反応がない。

インサートしたMelodyneは空の状態です。まず、DAWのトラックからMelodyneにオーディオ素材を転送する必

要があります。これを行うには、Melodyneの［転送］ボタンをクリックしてから、編集したいパッセージをDAWで

再生します。転送が完了したら、Melodyneに音が表示され、編集可能となります。

使用中のDAWとMelodyneとの連携がうまく行っていない気がする。

ARAインターフェイス拡張に対応しているかどうかなど、どのDAWにも注意するべき独自の特性があります。

弊社のヘルプセンターには、主要DAWについての必要な情報とヒントが掲載されています。ヘルプセンターへ

は、Melodyneの［ヘルプ］メニューを開くか、www.helpcenter.celemony.comからアクセスできます。

Melodyneスタンドアロンからのオーディオ出力が得られない。

［環境設定］ダイアログの［オーディオ］ページを開き、正しいオーディオデバイスが選択されているかどうか確

認します。macOSでは、内蔵オーディオハードウェアか、お手持ちのオーディオインターフェイスが選択されて

いなければなりません（たとえば、ワイヤレスインターフェイスのAirplayは使用できません）。Windowsでは、正

しいASIOドライバーを選択してください。DirectXでは録音できません。

オーディオの転送後またはインポート後、Melodyneに表示されたblobが予想と全く異なっている。

デフォルトでは、Melodyneはオーディオ素材に対してアルゴリズムを自動選択します。そのため、モノフォニッ

ク素材がポリフォニック素材として解釈されてしまうことがあります。このような場合、影響を受けたパッセージ

のノートをクリックして、［アルゴリズム］から適切なアルゴリズムを選択します。

ノートエディターでblobを縦方向に動かせるときと、横方向にしか動かせないときがある。

メインツール（矢印）を使用してblobを編集する際は、ドラッグを始めた方向によって、縦または横のどちらに

動かせるかが決まります。方向を変えるときは、いったんblobから指を離します。ピッチグリッドまたはタイムグ

リッドがアクティブな場合、微調整するにはAltキーを押したまま操作する必要があります。blobを横方向に動

かすときは、blobの中央をドラッグする場合と、blobの端をドラッグする場合とでは動作が異なることを覚えて

おきましょう。中央をドラッグするとblob自体を動かすことができ、端をドラッグするとそこだけが変化してblob自

体は動きません。

blobによっては、ピッチをずらすと不自然なサウンドになることがある。

モノフォニックオーディオ素材の検出ではオクターブエラーが生じることがあります。このエラーがポリフォニッ

クオーディオ素材で生じると、上音が別個の音として誤って認識されてしまいます。このような場合、対応する

blobを動かすとアーチファクトが生じます。編集作業を始める前に、実際の演奏内容と表示されている音が確

実に一致するよう、ノートアサインメントモードで検出結果を確認し、必要に応じて手を加えることで、これを防

ぐことができます。
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スタンドアロンで、インポートしたオーディオファイルのテンポが間違っている。

オートストレッチスイッチをオンにすると、インポートするファイルがプロジェクトのテンポに合わせられます。オ

フにすると、インポートするファイルの元のテンポが維持されます。前者の場合、インポートするファイルのテン

ポが間違ったままの場合、blobをプロジェクトにコピーする前に別プロジェクトのドキュメント内でファイルを開

き、テンポアサインを修正します。
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